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一

近
世
期
宮
崎
郡
に
お
け
る
取
立
て
と
「
身
上
り
」

―The contribution and the prom
otion in M

iyazaki County in the Early M
odern 

―

近
世
村
落
に
は
百
姓
身
分
以
外
に
苗
字
・
帯
刀
を
許
さ
れ
た
郷
士

が
存
在
し
た
。
本
稿
は
日
向
国
延
岡
藩
領
宮
崎
郡
村
々
で
漸
次
取
立

て
ら
れ
た
郷
士
に
つ
い
て
、
そ
の
取
立
て
ら
れ
た
契
機
・
処
遇
・
勤

務
方
等
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
特
に
安
政
三
年
の
藩
財
政
改

革
に
お
い
て
賦
課
さ
れ
た
貸
上
銀
上
納
に
対
す
る
反
対
給
付
と
し
て

の
身
分
・
格
の
上
昇
＝
「
身
上
り
」
状
況
を
解
明
す
る
こ
と
を
課
題

と
す
る
。

延
岡
藩
で
は
有
馬
氏
時
代
に
宮
崎
郡
に
小
侍
・
足
軽
が
置
か
れ
て

い
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
内
藤
氏
の
入
封
以
降
、
宮
崎
郡
で
は
治
安

の
悪
化
を
理
由
に
漸
次
郷
士
・
郷
足
軽
が
取
立
て
ら
れ
た
。
化
政
期

以
降
は
藩
財
政
の
窮
乏
に
と
も
な
い
、献
納
銀
上
納
に
よ
る
「
身
上
り
」

が
広
汎
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
安
政
改
革
で
宮
崎
郡
に
賦
課
さ

れ
た
改
革
備
金
は
七
三
〇
〇
両
で
あ
り
、
献
納
し
た
三
五
〇
余
人
に

は
銀
額
に
応
じ
て
身
分
・
格
、
下
賜
物
が
給
さ
れ
た
。
百
姓
か
ら
脇

差
御
免
に
は
銀
一
〇
〇
目
、
郷
士
に
な
る
に
は
銀
一
貫
目
以
上
が
必

要
で
あ
っ
た
。
郷
士
の
な
か
に
は
郡
奉
行
の
直
接
支
配
下
と
な
る
「
郡

方
支
配
郷
士
」
や
、
さ
ら
に
「
組
外
役
人
列
」
ま
で
昇
る
者
も
い
た
。

彼
ら
の
多
く
は
年
貢
米
の
廻
漕
に
携
わ
る
商
人
た
ち
で
あ
り
、
財
力

に
よ
り
身
分
・
家
格
上
昇
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
宮
崎
郡

地
域
で
の
政
治
的
・
経
済
的
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
主
体
層
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

　
郷
士
　
郷
足
軽
　
身
上
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上
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献
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体
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二

は
じ
め
に

近
世
村
落
に
は
百
姓
身
分
以
外
の
「
士
」
身
分
層
、
す
な
わ
ち
苗
字
帯
刀

を
許
さ
れ
た
郷
士
層
が
存
在
し
た
。
郷
士
に
関
す
る
研
究
は
、
戦
前
の
小
野

武
夫
氏

（
（
（

以
来
古
く
か
ら
数
多
く
の
研
究
蓄
積
が
あ
る

（
（
（

。
被
支
配
身
分
層
の
家

格
上
昇
に
関
し
て
は
、
金
納
取
り
立
て
郷
士
の
実
態
解
明
や
、
村
役
人
や
豪

農
な
ど
中
間
層
の
家
格
意
識
を
め
ぐ
る
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た

（
（
（

。
最
近
で
は
、

支
配
身
分
の
身
分
標
識
と
し
て
の
「
帯
刀
」
意
義
を
踏
ま
え
た
郷
士
の
分
析

（
（
（

や
、
地
域
社
会
論
が
集
団
（
階
層
）
内
部
の
問
題
を
十
分
に
検
討
し
て
こ
な

か
っ
た
と
し
て
、
百
姓
身
分
か
ら
の
家
格
上
昇
運
動
に
着
目
し
た
研
究

（
（
（

な
ど
、

新
た
な
視
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
な
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
日
向
延
岡
藩
領
宮
崎
郡
を
対
象
に
、
宮
崎
郡
に
お
い
て
郷
士

が
取
立
て
ら
れ
た
経
緯
や
、
地
域
に
お
け
る
彼
ら
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
幕
末
期
の
財
政
改
革
に
お
い
て
貸
上
銀
上
納
の
反
対
給
付
と
し

て
大
量
に
創
出
さ
れ
た
「
献
納
取
立
郷
士
」
を
は
じ
め
と
す
る
被
支
配
層
の

「
身
上
り
」
に
つ
い
て
、
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。

対
象
と
す
る
延
岡
藩
は
、
日
向
国
臼
杵
郡
を
城
附
と
す
る
表
高
七
万
石

の
譜
代
藩
で
あ
る
（
延
享
四
年
以
降
藩
主
は
内
藤
氏
）。
領
域
は
城
附
臼

杵
郡
四
三
カ
村
・
二
万
九
二
〇
三
石
余
の
ほ
か
、
城
附
西
部
の
高
千
穂
郷

一
八
カ
村
・
七
一
二
九
石
余
の
ほ
か
、
飛
地
と
し
て
宮
崎
郡
二
一
カ
村
・

二
万
四
六
九
五
石
余
、
豊
後
国
大
分
郡
三
五
カ
村
・
一
万
八
五
石
余
、
速
見

郡
一
六
カ
村
・
二
九
九
六
石
余
、
国
東
郡
三
三
カ
村
・
七
七
〇
三
石
余

（
（
（

か
ら

構
成
さ
れ
る
分
散
型
所
領
で
あ
る
。
な
お
、
使
用
す
る
史
料
は
特
に
こ
と
わ

ら
な
い
限
り
明
治
大
学
博
物
館
所
蔵
内
藤
家
文
書
で
あ
る
。

一　

延
岡
藩
の
郷
士

（
一
）
有
馬
氏
時
代
の
郷
士

日
向
国
延
岡
領
は
、
慶
長
十
七
年
十
二
月
に
領
主
高
橋
元
種
が
改
易
さ
れ

た
の
ち
、
同
十
九
年
三
月
有
馬
直
純
に
賜
り
、
直
純
は
七
月
に
肥
前
国
日
野

江
か
ら
一
万
三
〇
〇
〇
石
の
加
増
を
受
け
延
岡
城
に
入
部
し
た

（
（
（

。
藩
領
は
城

附
臼
杵
郡
の
ほ
か
、
西
部
の
高
千
穂
郷
、
宮
崎
郡
、
諸
県
郡
、
児
湯
郡
か
ら

な
る
が
、
こ
の
う
ち
宮
崎
郡
は
二
七
カ
村
・
高
一
万
九
九
三
八
石
余
で

（
（
（

全
藩

領
の
三
七
・
六
％
を
占
め
、石
高
で
は
城
附
臼
杵
郡
（
三
五
・
七
％
）
を
上
回
っ

て
い
る
。

さ
て
、
有
馬
氏
時
代
に
は
宮
崎
郡
に
宮
崎
小
侍
と
宮
崎
足
軽
の
存
在
が
確

認
で
き
る
。「
藩
中
御
礼
式
御
改
之
事

（
（
（

」
に
よ
る
と
、
天
和
三
年
十
二
月
に

来
年
正
月
か
ら
藩
主
へ
の
拝
謁
礼
式
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
正
月
五

日
に
臼
杵
郡
小
侍
や
高
知
尾
（
高
千
穂
）
小
侍
惣
代
と
と
も
に
宮
崎
小
侍
惣

代
が
宮
崎
庄
屋
惣
代
と
、
ま
た
御
祈
祷
之
間
に
お
い
て
高
知
尾
足
軽
と
宮
崎

足
軽
が
拝
謁
し
て
い
る
。
宮
崎
小
侍
・
足
軽
の
正
確
な
人
数
は
明
ら
か
で

は
な
い
が
、
貞
享
元
（
一
六
八
四
）
年
八
月
に
寛
永
期
以
降
家
中
か
ら
二

割
借
地
し
て
い
た
も
の
を
一
割
返
地
し
た
際
に
、「
宮
崎
小
侍
七
十
人
・
高

三
十
八
石
七
斗
九
升
六
合
、
四
十
六
人
、
新
畑
二
丁
四
反
、
二
十
四
人
」
と

あ
り
、
宮
崎
小
侍
が
七
〇
人
居
た
こ
と
が
わ
か
る

（
（1
（

。
こ
の
数
は
、
臼
杵
郡
小

侍
一
一
人
、
高
知
穂
小
侍
三
九
人
よ
り
は
る
か
に
多
い
。
な
お
こ
の
場
合
、

宮
崎
小
侍
は
宮
崎
郡
・
諸
県
郡
・
児
湯
郡
を
含
む
と
考
え
ら
れ
る
。
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三

有
馬
氏
は
、
元
禄
三
年
九
月
に
領
内
で
起
き
た
山
陰
・
坪
谷
村
百
姓
の
逃

散
事
件
の
責
を
問
わ
れ
、
翌
四
年
十
二
月
に
越
後
糸
魚
川
へ
無
城
格
で
所
替

え
を
命
じ
ら
れ
た
。
明
け
て
五
年
四
月
、
藩
は
「
糸
魚
川
御
手
狭
ニ
付
、
其

上
近
年
御
不
勝
手
」
を
理
由
に
、
侍
一
一
四
人
・
徒
士
四
六
人
以
下
に
暇
を

出
し
て
い
る
が

（
（1
（

。
有
馬
氏
の
転
封
に
よ
り
宮
崎
郡
の
小
侍
・
足
軽
た
ち
が
ど

の
よ
う
な
処
遇
を
受
け
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
新
た
に
延
岡
領
主
と
な
っ
た

三
浦
氏
の
所
領
は
臼
杵
郡
の
み
で
あ
り
、
旧
有
馬
氏
領
の
宮
崎
・
諸
県
・
児

湯
三
郡
は
幕
領
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
百
姓
身
分
と
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
二
）
内
藤
氏
入
封
時
の
郷
士

延
岡
藩
領
宮
崎
郡
は
元
禄
五
年
に
幕
領
と
な
り
、
正
徳
二
年
に
牧
野
成
央

が
延
岡
藩
主
と
な
る
と
再
び
延
岡
藩
領
と
な
る
。
し
か
し
寛
保
二
年
に
藩
主

牧
野
貞
通
が
京
都
所
司
代
に
昇
進
す
る
と
、
宮
崎
郡
は
太
田
組
の
太
田
・
源

藤
両
村
と
大
塚
村
の
一
部
の
計
四
六
九
三
石
余
を
残
し
再
度
幕
領
に
編
入
さ

れ
た

（
（1
（

。
延
享
四
年
八
月
、
牧
野
氏
に
代
わ
っ
て
延
岡
藩
主
と
な
っ
た
内
藤
氏

は
、
幕
領
で
あ
っ
た
宮
崎
郡
村
々
を
日
田
代
官
岡
田
庄
太
夫
か
ら
引
渡
さ
れ

た
。
そ
の
際
に
、
太
田
組
大
庄
屋
に
加
え
、
幕
領
時
代
に
廃
さ
れ
て
い
た
大

島
・
跡
江
・
瓜
生
野
各
組
の
大
庄
屋
四
人
を
苗
字
帯
刀
御
免
で
復
帰
さ
せ
る

と
と
も
に
、「
刀
御
免
、
大
庄
屋
格
ニ
被
成
可
然
者
共
」
が
附
札
さ
れ
て
藩

に
上
申
さ
れ
た
。

牧
野
氏
治
世
時
代
、
宮
崎
郡
に
は
御
林
山
守
と
し
て
瓜
生
野
村
二
人
・
大

瀬
町
村
三
人
・
細
江
村
三
人
・
船
引
村
一
人
の
計
九
人
の
郷
足
軽
が
配
さ
れ

て
い
た

（
（1
（

。
彼
ら
は
持
高
の
う
ち
八
五
石
分
の
村
役
を
免
除
さ
れ
、
一
人
に
つ

き
上
畑
一
反
歩
余
宛
を
給
さ
れ
て
山
守
を
勤
め
た
。
し
か
し
幕
領
に
編
入
さ

れ
た
後
は
帯
刀
を
禁
止
さ
れ
、
給
地
を
返
上
さ
せ
ら
れ
て
年
貢
を
賦
課
さ
れ

た
が
、
持
高
八
五
石
余
分
の
村
役
免
除
は
継
続
さ
れ
て
山
守
を
勤
め
た
。
内

藤
氏
入
封
に
際
し
て
、
引
き
続
き
幕
領
と
し
て
残
っ
た
船
引
・
細
江
両
村
の

四
人
以
外
は
勝
手
次
第
と
な
っ
た
が
、
残
り
の
五
人
が
郷
足
軽
と
し
て
引
き

継
が
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

宮
崎
代
官
が
詰
め
る
宮
崎
役
所
の
番
人
は
、
有
馬
氏
時
代
同
様
に
郷
足
軽

が
一
人
宛
勤
め
た

（
（1
（

。
牧
野
氏
時
代
、
宮
崎
郡
に
は
郷
足
軽
が
一
〇
人
居
り
、

地
方
で
三
石
・
一
人
扶
持
を
給
さ
れ
て
い
た
。
ほ
か
に
下
さ
れ
物
と
し
て
毎

暮
に
米
三
俵
宛
、
小
頭
に
は
一
俵
増
で
大
方
三
石
・
二
人
扶
持
相
当
を
給
さ

れ
て
い
た
。
勤
方
は
役
所
番
や
郷
中
諸
普
請
の
世
話
、
代
官
郷
出
の
際
に
供

人
と
し
て
召
し
連
れ
ら
れ
た
。
幕
領
時
代
に
は
放
免
さ
れ
た
が
、
こ
の
う
ち

二
・
三
人
は
当
座
雇
い
さ
れ
て
い
る
。
引
継
書
で
は
「
右
郷
足
軽
、
役
所
入

用
程
者
御
抱
不
被
成
候
ハ
ヽ
罷
成
間
鋪
」
と
助
言
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
郷

足
軽
と
し
て
藩
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
の
は
、
役
所
番
二
人
と
納
所
御
用
・
諸

普
請
世
話
・
代
官
郷
出
の
際
の
供
人
・
飛
脚
と
し
て
四
人
の
計
六
人
で
あ
っ

た
。
な
お
役
所
に
は
、
近
領
役
所
へ
の
使
者
や
、
延
岡
飛
脚
を
勤
め
る
際
に

郷
足
軽
に
貸
出
さ
れ
る
御
貸
刀
二
腰
が
常
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
郷
足

軽
は
普
段
帯
刀
は
し
て
お
ら
ず
、
苗
字
も
名
乗
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る

（
（1
（

。

宮
崎
代
官
は
、
郷
足
軽
が
少
給
で
難
儀
し
て
い
る
こ
と
を
憂
慮
し
、
藩
に

次
の
よ
う
な
口
上
書
を
差
出
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
口
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
崎
御
役
所
附
郷
足
軽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
右
衛
門
　
　
平
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
左
衛
門
　
　
林
七
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四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
次
郎
　
　
　
金
平

　
　�

右
之
者
共
、
去
十
月
廿
五
日

被
召
抱
候
ニ
付
、
御
宛
行
地
方
三
石
ニ

壱
人
扶
持
宛
被
下
候
、
右
六
人
之
者
勤
方
之
儀
ハ
宮
崎
御
役
所
江
壱

人
宛
昼
夜
詰
切
、
非
番

御
物
成
米
船
積
之
節
両
人
も
船
主
召
連
罷
出
、

其
外
他
所
飛
脚
又
者
郷
中
所
々
普
請
宰
料
并
御
物
成
銀
穀
御
納
所
方
催

促
ニ
も
附
置
候
故
、
非
番
取
候
儀
茂
不
罷
成
程
之
義
ニ
御
座
候
、
右
之

下
（
外
）

給
分
地
方
三
石
之
取
米
代
替
候
得
ハ
、
此
方
直
段
ニ
て
者
漸
金
壱
両

程
之
高
ニ
罷
成
候
、
ケ
様
ニ
少
給
の
も
の
御
用
繁
相
勤
候
へ
ハ
、
外
ニ

田
畑
手
作
仕
、
暮
方
之
足
ニ
仕
義
も
不
罷
成
、
御
宛
行
計
ニ
而
ハ
取
続

兼
申
候
、
尤
牧
野
様
御
代
ニ
ハ
郷
足
軽
拾
人
ニ
而
相
勤
候
場
所
、
六
人

ニ
而
困
窮
仕
相
勤
候
間
、
壱
人
扶
持
御
増
被
下
候
共
、
又
者
人
数
十
人

御
増
被
成
候
共
、
御
了
簡
被
下
候
様
ニ
仕
度
奉
存
候
、
右
申
上
候
通
諸

御
用
向
出
精
仕
相
勤
候
間
、
御
時
節
柄
之
義
ニ
御
座
候
得
共
、
御
憐
愍

ヲ
以
被
仰
付
被
下
候
様
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上

　
　
　
　
七
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
山
四
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猪
狩
庄
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
目
長
兵
衛

（
（1
（

郷
足
軽
が
地
方
三
石
・
一
人
扶
持
と
少
給
で
あ
る
う
え
、
人
数
も
先
代
牧
野

氏
時
代
よ
り
四
人
減
で
あ
り
、
そ
の
状
態
で
宮
崎
役
所
へ
一
人
宛
昼
夜
詰
切

り
、
非
番
か
ら
物
成
米
の
船
積
み
時
に
二
人
が
船
主
を
召
し
連
れ
て
立
合
い
、

他
所
へ
の
飛
脚
や
郷
中
普
請
宰
領
お
よ
び
物
成
銀
穀
納
所
方
催
促
も
勤
め
る

た
め
、
非
番
を
と
る
こ
と
も
で
き
な
い
ほ
ど
多
忙
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
給

分
で
あ
る
地
方
三
石
の
取
米
値
段
は
よ
う
や
く
金
一
両
程
に
し
か
な
ら
ず
、

豊
後
足
軽
が
一
人
扶
持
・
三
両
二
分
で
あ
る
の
に
比
べ
て
「
過
分
成
違
ひ
ニ

御
座
候
」
と
し
て
、
給
分
の
一
人
扶
持
増
か
人
数
を
一
〇
人
に
増
員
す
る
か

を
願
出
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
藩
は
「
壱
人
ニ
付
米
三
俵
ツ
ヽ
被
下
」
と

附
札
で
回
答
し
て
い
る
。

牧
野
氏
治
世
期
に
は
在
地
の
顔
役
を
「
小
侍
」
に
任
じ
て
地
方
支
配
の
一

助
と
し
て
い
た
例
も
み
ら
れ
る
。
宝
暦
九
年
九
月
に
は
、
苗
字
・
帯
刀
御
免

で
小
侍
で
あ
っ
た
大
瀬
町
村
の
林
兵
衛
に
、
改
め
て
苗
字
・
帯
刀
を
許
し
て

「
御
境
目
守
」
の
任
に
当
た
ら
せ
て
い
る
。

　
一�

郡
奉
行
申
達
候
者
、
宮
崎
大
瀬
町
村
林
兵
衛
与
申
者
、
牧
野
様
ニ
者
給

分
被
下
小
侍
ニ
被
仰
付
、
苗
字
刀
御
免
被
成
御
境
目
守
相
勤
候
由
、
当

時
頭
立
罷
在
候
右
村
方
之
義
、
高
鍋
佐
土
原
御
領
其
外
御
料
所
入
会
之

場
所
ニ
付
、
内
々
ハ
度
々
入
割
候
義
茂
有
之
候
得
共
、
林
兵
衛
義
兼
而

人
品
宜
慥
成
者
ニ
付
、
村
方
之
者
茂
村
役
人
同
様
ニ
重
シ
、
右
之
者
差

配
相
用
申
候
、
此
度
穂
北
逃
散
百
姓
有
之
節
茂
、
御
近
領
之
事
故
万
一

御
領
分
江
入
込
候
義
難
計
候
ニ
付
、
右
林
兵
衛
義
村
方
固
申
付
候
所
、

先
年
小
侍
相
勤
候
者
故
萬
端
取
計
茂
行
届
、
他
領
ニ
而
者
以
前
之
通
小

侍
与
相
心
得
罷
在
候
付
、
下
知
茂
相
用
申
候
、
人
品
茂
宜
者
ニ
付
、
此

度
苗
字
刀
御
免
被
成
御
境
目
守
被
仰
付
候
様
ニ
仕
度
旨
、
宮
崎
御
代
官

申
達
候
旨
郡
奉
行
申
聞
候
付
、
各
江
茂
遂
相
談
候
処
申
立
之
趣
無
相
違

茂
相
聞
、
他
領
入
会
之
場
所
ニ
候
得
者
取
〆
之
た
め
御
代
官
申
達
之
通

苗
字
刀
御
免
被
成
、
御
境
目
守
被
仰
付
可
然
与
有
之
ニ
付
、
江
府
へ
申

達
御
前
相
窺
候
処
、
窺
之
通
可
申
付
旨
被
仰
出
候
段
江
府
よ
り
申
来
候

ニ
付
、
左
之
通
申
渡
候
様
郡
奉
行
江
申
渡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郡
方
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
崎
大
瀬
町
村
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林
兵
衛

　�

此
者
儀
人
品
宜
御
用
向
差
働
相
勤
候
趣
申
達
茂
有
之
ニ
付
、
此
度
苗
字

刀
御
免
被
成
、
御
境
目
守
被
仰
付
候
、
猶
又
出
精
相
勤
候
様
可
被
申
渡
　
　
　

候
（
（1
（

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
代
官
か
ら
郡
方
に
上
申
さ
れ
た
案
件
は
御
用
部

屋
で
議
論
さ
れ
可
否
が
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
苗
字
・
帯
刀
御
免
の
伺

い
は
江
戸
の
藩
主
ま
で
上
申
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
身
分
に
関
わ
る
こ

と
は
御
用
部
屋
で
の
詮
議
を
経
て
、
さ
ら
に
藩
主
の
裁
定
に
よ
っ
て
決
定
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
三
）
宮
崎
郡
で
の
新
規
取
立
て

延
岡
藩
の
飛
地
宮
崎
郡
は
延
岡
城
下
か
ら
二
泊
三
日
か
か
る
遠
方
に
あ
り
、

「
此
方
領
分
宮
崎
之
義
、
天
料
并
所
々
御
領
内
入
組
候
場
所

（
（1
（

」
で
あ
り
、
他

領
へ
の
逃
散
事
件
も
未
遂
を
含
め
多
発
し
て
お
り
、
村
方
騒
動
も
頻
繁
に
起

こ
っ
て
い
る

（
（1
（

。

寛
延
三
年
に
は
富
吉
・
長
嶺
・
大
塚
・
瓜
生
野
・
大
瀬
町
五
カ
村
百
姓
が

未
納
年
貢
の
年
賦
返
済
と
米
拵
え
難
渋
等
を
訴
え
逃
散
を
計
画
し
た
宮
崎
騒

動
が
起
こ
り
、
翌
年
漸
く
事
件
は
落
着
す
る
。
こ
れ
を
受
け
る
形
で
寛
延
四

年
閏
六
月
、
宮
崎
代
官
か
ら
村
廻
役
取
立
て
の
案
件
が
延
岡
郡
方
へ
上
申
さ

れ
た

（
（2
（

。
　
　
　
　
　
　
　
　
覚

　
　
　
太
田
村
　    

　
　
　
大
塚
村      

　
　
源
藤
村

          

祖
右
衛
門      

　  

治
左
衛
門        

戸
佐
右
衛
門

　
　
　
富
吉
村
　
　
　
　
　
　
浮
田
村
　
　
　
　
　
長
嶺
村

　
　
　
　
　
蔵
左
衛
門
　
　
　
　
　
甚
右
衛
門
　
　
　
　
源
右
衛
門

　
　
　
瓜
生
野
村
之
内
竹
篠  

大
瀬
町
村
　
　
　
　
花
ケ
嶋
町

　
　
　
　
　
伊
右
衛
門
　
　
　
　
　
武
兵
衛
　
　
　
　
　
与
惣
左
衛
門

　
　
　
池
内
村

　
　
　
　
　
久
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
〆
拾
人

 �

右
之
通
此
度
宮
崎
郡
村
廻
役
被
仰
付
可
然
奉
存
候
、
人
品
年
格
合
并
居

住
之
在
所
共
ニ
得
与
吟
味
仕
申
達
候
、
右
之
外
上
野
町
三
左
衛
門
・
瓜

生
野
村
之
内
千
代
ケ
崎
忠
兵
衛
共
ニ
都
合
村
廻
役
拾
弐
人
之
高
ニ
罷
成

申
候
、
右
之
通
ニ
而
郡
中
御
取
〆
り
行
届
可
申
与
奉
存
候
、
尤
此
度
被

仰
付
候
拾
人
之
者
共
、
前
格
之
通
給
分
赤
米
弐
石
ツ
ヽ
被
下
、
帯
刀
御

免
被
成
候
様
仕
度
奉
存
候

案
件
は
、
宮
崎
郡
中
取
締
り
と
し
て
太
田
村
祖
右
衛
門
以
下
一
〇
人
と
、
上

野
町
三
左
衛
門
お
よ
び
瓜
生
野
村
忠
兵
衛
の
計
一
二
人
を
、
給
分
と
し
て
赤

米
二
石
、
苗
字
・
帯
刀
御
免
の
処
遇
で
村
廻
役
に
取
立
て
た
い
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
村
廻
役
は
「
村
々
庄
屋
共

上
」
の
格
付
け
で
あ
る
。

こ
れ
を
受
け
た
郡
方
は
郡
奉
行
が
次
の
よ
う
に
御
用
部
屋
に
上
申
し
た
。

　
一�

右
三
左
衛
門
・
忠
兵
衛
儀
、
村
方
取
〆
り
ニ
茂
相
加
候
間
、
苗
字
御
免

被
下
候
様
ニ
致
度
旨
先
達
而
申
達
置
候
、
弥
御
聞
届
被
下
候
ハ
ヽ
、
此

度
被
仰
付
候
拾
人
之
者
共
茂
同
様
之
儀
ニ
候
間
、
是
又
不
残
苗
字
御
免

被
成
候
様
仕
度
奉
存
候
、
右
村
廻
役
之
儀
村
々
庄
屋
共

上
ニ
相
立
萬

端
取
計
為
仕
候
事
ゆ
へ
委
細
申
達
候
、
以
上

　
　
　
　
閏
六
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郡
方

（
（2
（

御
用
部
屋
で
家
老
た
ち
が
論
議
し
た
結
果
、
郡
奉
行
の
上
申
通
り
に
聞
届
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け
ら
れ
た
。
彼
ら
は
実
際
に
、
同
年
夏
に
起
き
た
長
峯
村
百
姓
た
ち
に
よ
る

薩
摩
藩
領
穆
佐
へ
の
逃
散
事
件
解
決
に
奔
走
し
た
褒
美
と
し
て
、
苗
字
御
免

と
さ
れ
て
い
る

（
（2
（

。

村
廻
役
の
役
目
に
つ
い
て
具
体
的
に
み
て
み
よ
う
。
次
の
史
料
は
村
廻
役

設
置
か
ら
四
年
後
の
宝
暦
四
年
八
月
に
、
郡
方
か
ら
御
用
部
屋
へ
上
申
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
覚

　
一�

宮
崎
村
々
四
年
以
前
未
年
騒
動
後
、
為
取
〆
村
廻
役
拾
弐
人
御
立
被
成
、　
　

壱
人
ニ
付
赤
米
弐
石
宛
被
下
、
村
々
変
儀
茂
有
之
節
者
早
速
宮
崎
御
代

官
江
申
達
、
平
日
萬
端
心
付
、
猥
成
義
無
之
様
被
仰
付
、
一
ケ
月
壱
度

宛
壱
人
切
ニ
書
付
を
以
村
方
之
趣
申
達
候
様
申
付
、
仲
伴
共
書
付
順
番

ニ
預
り
延
岡
表
江
罷
出
、
於
地
方
役
所
私
共
右
書
付
開
封
仕
見
届
、
猶

又
罷
出
候
村
廻
江
直
ニ
所
々
相
尋
候
所
、
段
々
静
謐
ニ
罷
成
、
度
々
延

岡
迄
罷
出
候
義
路
用
者
相
渡
候
而
茂
、
其
身
共
物
入
茂
相
掛
り
迷
惑
之

趣
茂
相
聞
付
、
二
三
ケ
月
廻
り
ニ
罷
出
候
様
去
年
申
付
、
今
以
右
之
通

罷
出
承
届
申
候
、
弥
村
方
静
謐
ニ
罷
成
候
付
何
そ
相
変
候
書
付
ニ
茂
無

御
座
、
別
条
無
之
趣
一
通
之
書
付
差
出
申
候
、
右
ニ
付
以
来
者
右
村
廻

共
差
出
候
書
付
、
封
印
之
侭
ニ
而
月
々
宮
崎
御
役
所
江
差
出
置
、
幸
便

を
以
御
代
官

差
遣
、
若
又
直
ニ
罷
出
相
達
度
御
用
筋
有
之
節
者
其
段

御
代
官
江
申
達
、
不
時
ニ
茂
罷
出
候
様
申
付
可
然
与
奉
存
候
、
右
之
段

御
代
官
江
茂
内
談
仕
候
処
、
右
之
通
被
仰
付
候
而
茂
差
障
有
御
座
間
鋪

旨
申
聞
候
、
月
次
ニ
罷
出
候
度
之
路
用
相
渡
候
義
茂
御
費
ニ
御
座
候
ニ

付
、
右
之
趣
申
達
候
、
以
上

　
　
　
　
八
月
　
　
　
　
　
　
　
　
郡
方

（
（2
（

四
年
前
に
取
り
立
て
ら
れ
た
村
廻
役
一
二
人
は
、
村
方
で
異
変
が
あ
る
場
合

は
直
ち
に
代
官
に
通
報
す
る
な
ど
治
安
維
持
を
最
重
要
任
務
と
し
、
ひ
と
月

に
一
度
宛
一
人
が
村
の
様
子
を
記
し
た
書
付
を
延
岡
ま
で
持
参
し
て
い
た
。

地
方
役
所
で
郡
方
役
人
が
そ
れ
を
開
封
し
て
内
容
を
確
認
し
、
村
廻
役
に
直

接
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
村
方
は
す
で
に
静
謐
に
な
っ
て

お
り
、
毎
月
延
岡
ま
で
出
向
く
に
は
出
費
も
か
か
る
た
め
、
二
・
三
カ
月
ご

と
に
出
向
く
よ
う
昨
年
命
じ
た
。
村
方
は
い
よ
い
よ
静
謐
に
な
っ
て
お
り
、

今
後
は
村
廻
役
が
差
し
出
し
た
書
付
を
封
印
し
た
ま
ま
毎
月
宮
崎
役
所
へ
提

出
さ
せ
、
幸
便
で
代
官
が
延
岡
へ
送
る
よ
う
に
し
た
。
な
お
、
直
ち
に
延
岡

へ
報
告
す
る
要
件
が
あ
る
場
合
は
そ
の
旨
代
官
へ
申
し
出
て
、
い
つ
で
も
出

立
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

（
四
）
郷
士
の
処
遇

他
領
・
幕
領
と
境
を
接
す
る
宮
崎
郡
で
は
、
大
庄
屋
以
下
庄
屋
・
年
寄
ら

村
役
人
と
、
郷
士
・
郷
足
軽
な
ど
の
「
士
分
」
の
者
た
ち
が
、
宮
崎
代
官
の

も
と
で
実
質
的
な
郡
運
営
を
行
っ
て
い
た
。
近
領
で
の
出
入
り
や
火
災
・
難

船
が
あ
っ
た
際
に
は
、
大
庄
屋
が
村
人
を
引
き
連
れ
て
出
役
し
た
が
、
そ
の

際
大
庄
屋
に
桃
燈
合
印
が
許
さ
れ
た
の
は
宝
暦
十
二
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ

る
。　

　
　
　
　
　
　
　
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
組
大
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猪
八
重
善
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓜
生
野
組
大
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤
善
右
衛
門
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跡
江
組
大
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
椎
　
諸
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
嶋
組
大
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
越
友
右
衛
門

　
　�

右
之
者
共
兼
而
御
奉
公
向
大
切
ニ
差
入
、
村
方
出
入
等
茂
成
丈
ケ
内
々

ニ
而
相
済
、
御
他
領
引
合
等
之
節
茂
尚
又
出
精
仕
、
上
之
御
苦
労
ニ
茂

不
相
成
候
様
取
扱
、
御
奉
公
向
差
入
候
者
ニ
御
座
候
、
右
ニ
付
候
而
者

桃
燈
合
印
之
儀
御
他
領
近
村
出
火
難
船
其
外
重
立
候
而
、
御
他
領
出
合

等
之
節
ハ
御
免
被
下
候
様
仕
度
奉
存
候
、
出
火
等
之
節
者
大
勢
召
連
罷

越
候
へ
者
、
大
庄
屋
ニ
訳
り
御
座
候
様
仕
度
奉
存
候
、
去
暮
利
銀
等
御

断
之
儀
ニ
付
候
而
も
別
段
出
精
仕
候
者
ニ
御
座
候
間
、
合
印
御
免
之
儀

御
聞
届
被
下
候
様
仕
度
奉
存
候
、
以
上

　
　
　
　
　
七
月
　
　
　
　
宮
崎
御
代
官

（
（2
（

宮
崎
代
官
か
ら
の
上
申
を
受
け
た
郡
方
で
は
、
豊
後
領
で
も
先
年
大
庄
屋
に

合
印
を
許
し
た
こ
と
も
あ
り
、
郡
奉
行
が
御
用
部
屋
へ
上
申
し
て
認
め
ら
れ

て
い
る
。

在
方
で
の
精
勤
が
み
と
め
ら
れ
、
大
庄
屋
が
郷
士
に
取
立
て
ら
れ
る
場
合

が
あ
っ
た
。

　
一�

瓜
生
野
村
大
庄
屋
後
藤
六
郎
左
衛
門
儀
、
紙
座
綿
座
掛
り
合
出
精
差
入

相
勤
候
ニ
付
、
此
度
郡
方
支
配
江
御
入
郷
士
格
被
仰
付
、
依
之
大
庄
屋

勤
御
免
被
成
、
御
扶
持
方
弐
人
扶
持
被
下
置
、
只
今
迄
之
被
下
米
五
俵

被
御
据
置
、
尤
外
大
庄
屋
共
年
若
ニ
付
重
立
候
御
用
之
節
者
万
端
心
添

為
致
可
然
候

（
（2
（

瓜
生
野
組
で
大
庄
屋
を
勤
め
る
後
藤
六
郎
左
衛
門
は
、
専
売
制
を
進
め
る
藩

の
紙
座
・
綿
座
掛
合
を
勤
め
た
功
に
よ
り
、
郡
方
支
配
郷
士
格
に
取
立
て
ら

れ
、
二
人
扶
持
を
給
さ
れ
た
。
郷
士
格
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
六
郎
左
衛
門

は
大
庄
屋
勤
を
免
じ
ら
れ
た
が
、
大
庄
屋
給
米
五
俵
は
据
え
置
か
れ
て
い
る
。

な
お
後
任
に
は
、
六
郎
左
衛
門
の
伜
で
大
庄
屋
見
習
い
の
清
八
が
給
米
五
俵

で
就
任
し
て
い
る
。

ま
た
文
化
二
年
八
月
に
は
、
跡
江
組
大
庄
屋
椎
喜
藤
治
と
上
別
府
村
庄
屋

島
原
津
之
助
が
、「
数
年
出
精
郡
中
御
用
向
等
各
別
差
働
候
」
と
の
理
由
で

郷
士
に
取
立
て
ら
れ
た
。
喜
藤
治
の
跡
大
庄
屋
に
は
伜
文
太
が
、
津
之
助
の

跡
庄
屋
に
は
同
じ
く
伜
伊
勢
太
が
任
じ
ら
れ
て
い
る

（
（2
（

。
喜
藤
治
と
津
之
助
が

郷
士
と
な
っ
た
こ
と
で
宮
崎
郡
の
郷
士
は
六
人
と
な
っ
た
。
次
の
史
料
は
宮

崎
郡
郷
士
の
格
式
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　�

宮
崎
郡
郷
士
六
人
之
内
、
太
田
蔵
兵
衛
・
日
高
惣
太
郎
・
岩
切
助
次

郎
右
三
人
者
郡
奉
行
支
配
之
郷
士
ニ
付
、
年
始
御
礼
ニ
茂
年
々
出
岡

仕
、
御
礼
申
上
候
部
御
座
候
、
椎
喜
藤
治
・
島
原
津
之
助
両
人
者
一
ト

通
之
郷
士
、
後
藤
忠
蔵
儀
者
郷
士
格
ニ
付
、
年
始
御
礼
者
宮
崎
表
ニ
而

申
上
相
済
申
候
、
然
ル
処
此
度
就
御
入
部
御
目
見
出
岡
之
儀
如
何
可
仕

哉
、
年
始
御
礼
と
も
違
ひ
、
御
入
部
御
目
見
之
儀
ニ
御
座
候
間
、
喜
藤

治
・
津
之
助
・
忠
蔵
儀
も
出
岡
被
仰
付
可
然
哉
相
伺
申
候
、
尤
何
レ
も

自
分
入
用
ニ
而
罷
出
候
先
形
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
六
月
　
　
　
　
　
　
　
郡
方

（
（2
（

宮
崎
郡
郷
士
六
人
の
う
ち
、
先
に
郷
士
に
取
立
て
ら
れ
た
太
田
蔵
兵
衛
・
日

高
惣
太
郎
・
岩
切
助
次
郎
の
三
人
は
郡
奉
行
支
配
の
郷
士
で
あ
る
た
め
、
年

始
御
礼
は
毎
年
延
岡
ま
で
出
頭
す
る
が
、
新
た
に
郷
士
に
取
立
て
ら
れ
た
椎
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八

喜
藤
治
と
島
原
津
之
助
両
名
は
「
一
ト
通
」
の
郷
士
、
ま
た
後
藤
忠
蔵
は
郷

士
格
で
あ
る
た
め
、
年
始
御
礼
は
宮
崎
役
所
で
済
ま
せ
て
い
た
と
す
る
。
こ

の
度
の
藩
主
入
部
に
際
し
て
の
拝
謁
に
つ
い
て
、
喜
藤
治
・
津
之
助
・
忠
蔵

ら
も
出
岡
す
る
よ
う
命
じ
て
は
ど
う
か
と
い
う
上
申
内
容
で
あ
る
。
藩
は
旅

費
自
費
で
こ
れ
を
認
め
て
い
る
。
同
じ
郷
士
で
も
、
郡
奉
行
支
配
と
「
一
ト

通
」
で
は
格
式
に
差
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

寛
延
四
年
に
取
立
て
ら
れ
た
一
二
人
の
村
廻
役
は
、
村
方
が
静
謐
化
し
た

こ
と
も
あ
り
漸
次
廃
止
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
世
紀
に
入
る
と
村
方
の
治

安
は
急
速
に
悪
化
す
る
。
そ
れ
に
対
処
す
る
た
め
に
藩
は
村
廻
役
を
増
員
し

て
再
置
す
る
。

　
　�

当
郡
之
儀
御
領
・
私
領
入
相
之
場
所
か
ら
故
歟
、
人
気
六
ケ
敷
我
侭
勝

成
所
ニ
而
、
内
証
入
割
等
度
々
之
儀
御
座
候
得
共
、
大
躰
之
儀
者
取
噯

内
済
致
置
申
候
、
別
而
若
キ
も
の
共
ハ
心
得
違
多
、
自
然
与
不
人
品
成

者
共
茂
出
来
、
盗
人
沙
汰
之
絶
間
茂
無
之
様
相
聞
、
其
上
唐
物
抜
荷
出

口
之
場
所
柄
故
油
断
罷
成
不
申
候
、
飫
肥
領
清
武
辺
ハ
下
役
人
多
廻
り

等
茂
無
油
断
相
聞
、
薩
摩
領
ハ
尚
以
之
儀
村
々
廻
り
之
も
の
多
相
聞
候
、

御
当
領
之
儀
格
別
見
廻
と
し
て
去
ル
亥
年
よ
り
郷
組
弐
人
充
御
廻
シ
被

成
候
得
と
も
、
是
者
町
場
重
ニ
而
郡
中
一
統
江
者
行
届
不
申
候
、
先
年

者
村
廻
り
八
人
御
立
被
成
、
壱
人
江
赤
米
五
俵
宛
被
下
置
、
苗
字
刀
御

免
被
成
、
村
々
無
絶
間
相
廻
候
処
、
御
改
ニ
而
追
々
御
止
、
当
時
椎
熊

次
郎
壱
人
村
横
目
与
被
仰
付
御
立
被
置
候
、
然
ル
所
五
六
年
以
前

村

足
軽
御
立
被
成
、
御
用
之
節
者
苗
字
刀
御
免
、
出
扶
持
壱
升
宛
被
下
置

候
所
、
平
日
勤
方
無
之
寔
ニ
不
時
御
用
之
節
被
召
仕
、
当
時
此
も
の
弐

拾
八
人
有
之
候
、
右
之
も
の
共
平
日
共
苗
字
刀
御
免
被
成
、
郡
中
村
々

代
々
相
廻
候
様
被
仰
付
候
ハ
ヽ
、
各
別
御
取
締
相
附
、
御
近
領
江
之
御

響
キ
ニ
も
宜
可
有
御
座
候
、
定
日
相
廻
候
節
者
出
扶
持
ニ
も
及
不
申
候
、

乍
去
御
威
光
無
御
座
候
而
ハ
罷
成
不
申
候
間
、
前
段
之
通
苗
字
刀
御
免

被
成
、
五
人
組
合
之
儀
者
村
横
目
椎
熊
次
郎
同
様
相
除
キ
、
寺
・
庄
屋
・

横
目
・
村
足
軽
・
年
寄
与
申
順
ニ
為
仕
可
然
奉
存
候
、
外
ニ
御
物
入
茂

無
御
座
御
取
締
も
相
附
候
間
、
右
申
達
之
通
被
御
聞
届
候
様
仕
度
奉
存

候
、
尤
病
身
等
ニ
而
廻
り
難
渋
之
者
ハ
願
之
上
御
免
被
成
、
是
迄
之
通

り
不
時
御
用
之
節
計
苗
字
刀
御
免
被
成
、
五
人
組
等
茂
村
方
組
合
江
御

戻
シ
被
成
候
様
仕
度
奉
存
候
、
以
上

　
　
　
　
五
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
崎
役
所

（
（2
（

藩
は
亥
（
享
和
三
）
年
か
ら
宮
崎
役
所
の
郷
組
を
二
人
宛
廻
村
さ
せ
て
い
た

が
、
町
場
が
主
で
あ
り
広
大
な
郡
中
に
は
行
き
届
か
な
か
っ
た
。
先
年
は
村

廻
役
を
八
人
増
員
し
、
一
人
に
赤
米
五
俵
と
苗
字
帯
刀
御
免
の
待
遇
で
廻
村

さ
せ
た
も
の
の
再
度
廃
止
さ
れ
、
当
時
は
椎
熊
次
郎
一
人
が
村
横
目
と
し
て

残
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
五
、
六
年
以
前
か
ら
村
足
軽
二
八
人
を
取
立
て
、
御

用
勤
時
に
は
苗
字
帯
刀
御
免
で
出
扶
持
米
（
日
当
）
一
升
宛
を
給
し
て
い
た

が
、
あ
く
ま
で
緊
急
時
の
み
の
臨
時
雇
い
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
村
足
軽

を
平
日
も
苗
字
帯
刀
御
免
と
し
て
郡
中
村
々
を
廻
村
さ
せ
れ
ば
治
安
も
安
定

し
、
近
領
の
評
判
も
良
く
な
る
と
し
て
い
る
。
但
し
威
光
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
、
苗
字
刀
御
免
と
し
た
う
え
で
村
横
目
椎
熊
次
郎
同
様
に
百
姓
五

人
組
か
ら
除
き
、
村
方
で
は
寺
・
庄
屋
・
横
目
の
次
、
年
寄
の
上
座
に
位
置

づ
け
ら
れ
た
。
も
っ
と
も
病
身
な
ど
で
廻
村
で
き
な
く
な
れ
ば
御
役
御
免
と

な
り
、
従
来
通
り
臨
時
の
時
だ
け
苗
字
帯
刀
御
免
で
、
村
方
五
人
組
に
戻
さ

れ
た
。
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文
政
十
二
年
九
月
、
宮
崎
郡
下
北
方
村
の
倉
右
衛
門
ら
二
〇
人
が
「
農
業

間
之
節
ハ
棒
心
掛
奇
特
之
事
ニ
付
、
御
用
向
之
節
者
刀
相
用
候
義
御
免
被
成

置
候
処
、
無
怠
致
出
精
候
趣
申
達
之
筋
茂
有
之
候

（
（2
（

」
を
理
由
に
郷
足
軽
に
取

立
て
ら
れ
、
平
日
苗
字
帯
刀
御
免
と
出
扶
持
米
一
升
宛
を
給
さ
れ
た
（
な
お

倉
右
衛
門
は
川
崎
常
右
衛
門
と
改
名
し
て
い
る

（
（3
（

。
倉
右
衛
門
た
ち
が
農
閑
期

に
棒
術
訓
練
に
励
み
、「
身
上
り
」
の
機
会
を
伺
っ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に

難
く
な
い
。

　
ま
た
「
村
々
為
取
締
」
と
し
て
郷
足
軽
五
〇
人
の
取
立
て
が
上
申
さ
れ

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
崎
郡
郷
足
軽
五
拾
人

　
　�

右
者
当
郡
之
儀
、
前
々

悪
敷
仕
癖
に
て
聊
之
事
を
茂
大
造
ニ
申
立
、

兎
角
大
勢
集
候
事
多
御
座
候
処
、
其
度
毎
厳
敷
致
吟
味
候
而
者
罪
当

者
之
絶
間
無
御
座
、
表
向
御
糺
と
相
成
候
而
者
上
之
御
苦
労
ハ
不
及
申
、

約
村
方
困
窮
之
基
上
下
之
不
為
ニ
付
、
可
相
成
は
事
之
引
縺
不
申
内
内

済
相
片
付
候
様
取
計
来
申
候
処
、
右
集
相
談
等
之
儀
其
村
役
人
江
不
為

申
聞
候
得
者
、
如
何
様
之
意
味
も
不
相
訳
事
多
、
取
扱
相
掛
候
ニ
も
差

支
候
儀
間
々
有
之
、
第
一
郷
組
少
而
御
手
薄
ニ
も
御
座
候
ニ
付
、
郷
足

軽
御
取
立
平
日
刀
御
免
被
成
下
候
ハ
ヽ
、
自
然
打
寄
等
之
節
村
方
之
模

様
も
相
知
、
万
一
之
儀
有
之
節
右
之
者
共
諸
役
ニ
召
仕
候
ハ
ヽ
、
急
度

御
用
立
郡
中
御
取
立
ニ
も
可
相
成
奉
存
候
間
、
御
用
相
勤
候
節
者
日
別

米
壱
升
宛
被
下
置
候
様
、
去
々
丑
之
春
百
人
申
達
之
内
五
拾
人
被
仰
付
、

其
後
次
第
ニ
御
取
締
相
付
候
得
共
、大
村
四
五
人
、小
村
弐
三
人
位
ツ
ヽ

之
当
無
御
座
候
得
者
差
支
之
儀
間
々
御
座
候
間
、
相
残
五
拾
人
此
度
申

達
之
通
被
御
聞
届
候
様
仕
度
奉
存
候
、
以
上

　
　
　
　
夘
四
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
崎
役
所

（
（3
（

こ
れ
は
宮
崎
役
所
勤
の
郷
組
が
少
数
で
騒
動
解
決
に
即
応
で
き
な
い
た
め
、

そ
の
補
完
と
し
て
郷
足
軽
五
〇
人
を
取
立
て
て
お
け
ば
万
一
の
時
に
役
立
つ

と
い
う
も
の
で
、
丑
（
文
政
十
二
）
年
春
に
一
〇
〇
人
の
増
員
を
上
申
し
、

こ
の
う
ち
五
〇
人
が
取
立
て
ら
れ
て
い
た
。
大
村
で
は
四
、
五
人
、
小
村
で

も
二
、
三
人
宛
配
置
し
な
け
れ
ば
差
支
え
る
と
し
て
、
残
り
の
五
〇
人
の
増

員
を
願
出
る
が
、
藩
は
「
追
而
御
沙
汰
可
有
之
候
」
と
の
み
答
え
る
だ
け
で
、

沙
汰
止
み
と
な
っ
て
い
る
。
郷
士
た
ち
は
平
日
苗
字
刀
御
免
で
あ
っ
た
が
、

御
用
を
勤
め
る
時
だ
け
日
別
米
一
升
が
給
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、
名
誉
重
視

の
待
遇
で
あ
っ
た
。
な
お
、
下
北
方
村
郷
足
軽
の
野
中
代
蔵
の
よ
う
に
、「
御

用
立
候
人
品
御
座
候
」
と
し
て
郷
組
に
召
し
抱
え
ら
れ
、
宛
介
と
給
地
三
石

一
人
扶
持
・
籾
三
俵
を
給
さ
れ
る
者
も
あ
っ
た

（
（3
（

。

藩
権
力
の
末
端
と
し
て
御
用
を
勤
め
る
郷
士
た
ち
は
、
村
方
に
お
い
て
は

ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
宝
暦
四
年
八
月
、
中
村
町
の
藤

兵
衛
と
上
野
町
の
源
右
衛
門
が
「
御
用
向
万
端
差
働
出
精
」「
町
中
取
扱
等

宜
敷
」「
内
々
ニ
而
相
済
候
儀
多
相
聞
エ
申
候

（
（3
（

」
を
理
由
に
、
勤
中
苗
字
御

免
と
な
っ
て
い
る
。
中
村
町
と
上
野
町
は
大
淀
川
を
挟
む
町
場
で
あ
り
、
特

に
中
村
町
は
旅
人
が
大
勢
入
組
む
場
所
で
、
年
中
入
割
が
多
数
発
生
し
て
い

た
が
、
藤
兵
衛
は
手
慣
れ
た
も
の
で
多
く
を
内
済
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
ま
た
文
化
二
年
閏
八
月
に
は
、
江
平
町
郷
士
太
田
蔵
兵
衛
以
下

「
郡
中
御
用
向
各
別
ニ
差
働
」
に
対
し
て
藩
か
ら
褒
美
を
賜
っ
て
い
る
。

一�

江
平
町
郷
士
太
田
蔵
兵
衛
義
、
兼
々
郡
中
御
用
向
各
別
ニ
差
働
、
他
所

引
合
向
并
唐
物
抜
荷
取
締
方
等
無
手
抜
心
掛
骨
折
、
其
上
古
城
村
一
件
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一
〇

ニ
付
而
者
別
段
差
働
候
筋
有
之
候
付
、
只
今
迄
被
下
来
候
御
扶
持
方
代

銀
渡
之
処
、
此
度
正
米
渡
ニ
御
直
被
成
下
可
然
候

一�

柏
原
村
郷
士
岩
切
助
次
郎
儀
、
富
吉
村
一
件
ニ
付
而
者
右
村
江
度
々
罷

越
、
別
段
骨
折
差
働
候
ニ
付
、
各
別
之
筋
を
以
此
度
御
紋
附
麻
上
下
一

具
被
下
之
可
然
候

一�

上
別
府
村
郷
士
島
原
津
之
助
義
、
兼
々
郡
中
御
用
向
各
別
出
精
、
他
所

引
合
向
并
唐
物
抜
荷
取
締
方
無
手
抜
心
掛
、
其
上
古
城
村
・
富
吉
村
一

件
取
扱
行
届
各
別
骨
折
差
働
候
付
、
此
度
郡
方
支
配
江
御
入
被
成
、
且

亦
右
ニ
付
而
者
内
外
物
入
も
有
之
趣
相
聞
候
付
、
銀
五
拾
目
御
手
当
被

成
下
可
然
候

一�

跡
江
村
郷
士
椎
喜
藤
治
儀
、
富
吉
村
一
件
ニ
付
而
者
最
初

取
噯
彼
是

骨
折
差
働
候
付
、
此
度
郡
方
支
配
江
御
入
被
成
可
然
候

一�

小
松
村
庄
屋
長
峯
重
次
郎
儀
兼
々
御
用
向
出
精
、
其
上
富
吉
村
一
件
取

噯
精
々
い
た
し
、
春
以
来
同
村
江
相
詰
各
別
骨
折
差
働
候
ニ
付
、
以
来

他
所
引
合
向
并
御
用
之
節
者
、
桃
燈
合
印
御
免
被
成
可
然
候

一�

江
平
町
郷
士
太
田
蔵
兵
衛
義
、
他
所
引
合
向
并
唐
物
抜
荷
取
〆
方
掛
合

ニ
付
而
者
無
手
抜
、
御
料
所
年
寄
之
も
の
へ
懇
意
ニ
い
た
し
、
内
証
応

而
物
入
も
有
之
趣
ニ
付
、
銀
三
拾
目
御
手
当
被
成
下
可
然
候

一�

大
嶋
村
弥
太
右
衛
門
・
治
之
助
儀
、
御
植
物
初
発
よ
り
定
夫
ニ
罷
出
候

処
差
入
宜
、
櫨
□
方
等
功
者
罷
成
、
其
上
面
々
持
畑
江
楮
苗
仕
立
献
納

い
た
し
、
各
別
出
精
差
働
候
ニ
付
、
此
度
帯
刀
御
免
被
成
、
御
植
物
懸

合
被
仰
付
、
出
扶
持
壱
升
も
被
下
置
可
然
候

（
（3
（

郷
士
た
ち
は
「
古
城
村
一
件
」「
富
吉
村
一
件
」
な
ど
の
村
方
騒
動
を
未
然

に
阻
止
し
た
り
、
唐
物
抜
荷
取
締
方
役
を
勤
め
た
褒
美
と
し
て
、
扶
持
方
で

代
銀
渡
し
を
正
米
渡
し
と
さ
れ
た
り
、
紋
附
麻
裃
や
銀
拝
領
・
桃
燈
合
印
御

免
・
帯
刀
御
免
な
ど
の
処
遇
を
受
け
て
い
る
。

二　

献
納
と
「
身
上
り
」

（
一
）
宮
崎
郷
士
の
系
譜

宮
崎
代
官
が
郷
足
軽
や
郷
士
の
増
員
を
上
申
す
る
場
合
に
、「
前
々

悪

敷
仕
僻
に
て
聊
之
事
を
茂
大
造
ニ
申
立
、
兎
角
大
勢
集
候
事
多
御
座
候

（
（3
（

」
な

ど
と
、
常
套
句
の
よ
う
に
言
い
募
っ
た
宮
崎
郡
の
治
安
の
悪
さ
は
、
少
々
誇

張
は
あ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
藩
は
そ
の
よ
う
に
み
て
い
た
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。
そ
の
た
め
藩
は
、
平
日
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
る
が
御
用
勤
時
に
限
り

日
別
米
一
升
を
給
す
る
だ
け
の
郷
足
軽
を
八
人
、
二
〇
人
、
五
〇
人
と
増
員

さ
せ
て
い
く
。

当
初
、郷
足
軽
や
郷
士
へ
の
取
立
て
や
苗
字
帯
刀
御
免
な
ど
の
「
身
上
り
」

は
、「
御
用
立
候
人
品
」「
人
品
宜
敷
萬
端
指
働
」
と
い
う
よ
う
に
、「
御
用
向
」

に
お
い
て
「
上
之
御
苦
労
ニ
も
不
相
成
」
よ
う
取
り
計
ら
う
能
力
の
あ
る
者

が
対
象
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
「
身
上
り
」
条
件
に
変
化
が
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
一
九
世
紀
に
入
っ
た
文
化
期
以
降
で
あ
る
。
貸
上
銀
上
納

者
に
対
す
る
反
対
給
付
と
し
て
の
特
権
・
身
分
を
得
る
こ
と
に
よ
る
「
身
上

り
」
で
あ
る
。
藩
に
よ
る
領
内
へ
の
貸
上
銀
賦
課
は
、
入
封
直
後
の
寛
延
期

以
降
間
断
な
く
行
わ
れ
て
い
た
が
、
藩
財
政
窮
乏
の
深
刻
化
と
と
も
に
化
政

期
以
降
通
常
化
し
、
賦
課
額
も
高
額
に
な
っ
て
い
く

（
（3
（

。

例
え
ば
文
化
九
年
閏
八
月
に
は
、
下
北
方
村
百
姓
甚
六
・
生
目
村
同
清
兵

衛
・
伊
平
次
の
三
人
が
、
藩
主
入
部
に
つ
き
銀
三
〇
〇
目
を
寸
志
献
納
し
た
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一
一

こ
と
に
対
し
て
、
帯
刀
御
免
の
村
（
郷
）
足
軽
に
取
立
て
、
御
用
向
を
勤
め

る
際
に
は
苗
字
を
名
乗
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
る

（
（3
（

。
文
政
六
年
七
月
、
藩
は

領
内
村
々
に
「
段
々
御
入
用
ニ
御
差
支
」
を
理
由
に
高
役
金
を
賦
課
し
た
。

宮
崎
郡
浮
田
村
の
場
合
、
高
一
〇
石
に
つ
き
銀
二
五
匁
五
分
三
厘
宛
で
二
貫

八
〇
二
匁
、
天
保
三
年
五
月
に
も
同
理
由
で
一
〇
石
に
つ
き
二
五
匁
三
分
宛

で
二
貫
七
九
九
匁
、
ま
た
同
十
三
年
に
は
「
日
光
参
詣
ニ
付
」
一
〇
石
に
つ

き
二
五
匁
五
分
宛
で
二
貫
七
九
九
匁
に
上
っ
て
い
る

（
（3
（

。
こ
う
し
た
藩
か
ら
の

高
役
金
や
貸
上
銀
賦
課
を
契
機
に
、
個
人
と
し
て
献
納
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

広
く「
身
上
り
」が
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
い
く
つ
か
事
例
を
み
て
み
よ
う
。

①
太
田
家
の
系
譜

第
１
表
は
太
田
家
の
由
緒
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る

（
（3
（

。
ま
ず
太
田
家
で
は
、

寛
政
三
年
五
月
に
同
姓
蔵
兵
衛
久
満
が
親
蔵
兵
衛
が
病
死
し
た
跡
を
受
け
て
、

祖
父
代
か
ら
の
「
苗
字
刀
御
免
、
給
地
三
石
三
人
扶
持
、
桃
燈
合
印
御
免
、

年
頭
御
礼
」
を
相
続
し
、
八
月
に
は
郡
方
支
配
郷
士
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

身
分
・
格
式
は
祖
父
代
に
「
台
所
御
用
向
各
別
差
働
」、
す
な
わ
ち
献
銀
を

契
機
に
漸
次
獲
得
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
久
満
は
寛
政
五
年
二
月
、
紙
座

仕
入
れ
不
時
借
上
と
、
去
夏
調
達
銀
献
納
に
よ
り
一
人
扶
持
加
増
、
同
十
二

年
に
も
献
納
に
よ
り
給
地
四
石
一
人
扶
持
を
加
増
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
繰
り

返
し
献
銀
す
る
と
と
も
に
唐
物
抜
荷
吟
味
隠
密
掛
合
や
、
町
村
の
出
入
り
に

対
す
る
骨
折
な
ど
御
用
向
に
出
精
し
、
病
死
す
る
前
年
の
文
政
元
年
六
月
に

は
郡
方
支
配
郷
士
・
給
地
一
九
石
八
人
扶
持
に
ま
で
な
っ
て
い
る
。

久
満
の
跡
は
、
文
政
二
年
九
月
に
養
子
辰
三
郎
が
相
続
す
る
（
但
し
給
地

一
五
石
・
八
人
扶
持
・
米
一
〇
俵
）
が
、
辰
三
郎
は
文
化
十
三
年
十
一
月
に

養
父
の
調
達
銀
・
所
持
馬
献
納
に
よ
り
郡
方
支
配
郷
士
・
給
地
四
石
を
給
さ

れ
て
い
た
。
辰
三
郎
は
蔵
兵
衛
忠
敬
と
改
名
し
、
文
政
四
年
に
調
達
銀
・
無

尽
掛
米
献
納
に
よ
り
四
人
扶
持
を
加
増
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
同
六
年

十
二
月
御
内
用
向
出
精
・
御
用
調
達
銀
献
納
に
よ
り
四
人
扶
持
加
増
、
翌
七

年
に
は
江
戸
常
用
金
仕
送
出
金
に
よ
り
籾
五
俵
を
加
増
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
一
方
で
、
同
十
一
年
瓜
生
野
村
騒
動
、
天
保
四
年
江
平
町
入
作
勘
定
出

入
、
同
六
年
瓜
生
野
村
出
入
、
同
八
年
幕
領
細
江
村
百
姓
騒
動
な
ど
に
対
し

て
骨
折
・
内
済
し
て
い
る
。
文
化
十
四
年
十
一
月
に
中
村
町
で
起
こ
っ
た
大

火
事
に
際
し
て
は
、
蔵
兵
衛
ほ
か
岩
切
助
次
郎
・
後
藤
忠
蔵
・
大
山
貞
吉
た

ち
名
士
一
〇
人
が
、
焼
け
出
さ
れ
た
被
災
者
に
銀
穀
や
醤
油
・
塩
そ
の
他
諸

品
を
支
援
し
た
と
し
て
、
宮
崎
役
所
で
吸
物
・
肴
三
種
・
酒
を
給
さ
れ
て
い

る
（
（4
（

。
ま
た
天
保
四
年
三
月
に
は
村
難
渋
者
へ
上
納
向
取
替
え
や
夫
食
の
配
布
、

翌
五
年
十
二
月
に
は
去
冬
以
来
穀
類
払
底
に
つ
き
下
直
で
払
米
し
て
極
困
窮

者
へ
米
銭
な
ど
を
助
成
す
る
と
い
っ
た
社
会
奉
仕
活
動
に
も
出
精
す
る
な
ど
、

地
方
名
望
家
と
し
て
の
社
会
的
地
位
を
築
き
上
げ
て
い
っ
た
。
嘉
永
六
年
十

月
、
養
子
勝
三
郎
へ
の
跡
相
続
時
に
は
、
知
行
一
一
〇
石
・
給
地
二
一
石
・

米
六
〇
俵
・
籾
一
〇
俵
と
、
中
級
家
中
士
と
遜
色
の
な
い
給
分
で
あ
っ
た
。

②
日
高
家
の
系
譜

次
に
日
高
家
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う

（
（4
（

（
第
２
表
参
照
）。
日
高
家
は
寛
政

四
年
十
一
月
に
弥
太
郎
重
勝
が
、
親
太
助
の
「
御
内
用
向
差
働
」
に
よ
り
給

地
一
石
を
拝
領
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
同
七
年
に
は
調
達
銀
献
納
に
よ
り
苗

字
御
免
と
な
っ
て
い
る
。
享
和
二
年
、
重
勝
の
病
死
に
と
も
な
い
伜
重
清
が
、

給
地
一
石
・
苗
字
帯
刀
御
免
の
家
格
を
相
続
す
る
。
文
化
期
以
降
、
重
清
は

調
達
銀
献
納
を
繰
り
返
し
、
文
化
十
二
年
に
別
当
格
、
翌
十
三
年
大
庄
屋
格
、

文
政
六
年
に
は
郡
方
支
配
郷
士
に
昇
格
す
る
。
天
保
十
年
に
は
太
田
組
大
庄
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二

第1表　太田家由緒

●太田蔵兵衛久満

寛政3

寛政5
寛政12
享和1

享和2
文化1

文化2

文化3
文化4
文化6
文化7
文化10

文化12
文化13

文政1
文政2

1791

1793
1800 
1801

1802
1804

1805

1806
1807
1809
1810
1813

1815
1816

1818
1819

5-2親蔵兵衛病死、祖父代より台所御用向各別差働に付苗字・刀御免・給地3石3人扶持、桃燈合
印・年頭御礼　8-5郡方支配郷士
2-25紙座仕入不時借上・去夏調達銀により1人扶持加増（3石4人扶持）
1-7先般献納銀願出により給地4石1人扶持加増（7石5人扶持）
2-15今般献納銀・楮苗差上により紋付麻裃拝領　10-2中村町不正一件骨折により給地3石加増
（10石5人扶持）
12-23当春以来内用向骨折により以来米5俵宛年々被下置
7-1御用調達銀上納により給地4石加増（14石5人扶持）　8-15他所引合内外取扱骨折により紋付
帷子被下置、他所引合筋掛合拝命
5-10唐物抜荷吟味隠密掛合拝命　8-9郡中御用向出精・古城村一件骨折により銀30目、扶持方代
銀渡を以来正米渡へ
2-20御内用向差働・御馬献上により掛物1幅・盃1被下置
7-20太田蔵之助倅辰三郎を養子
5-13御内用向差働により1人扶持加増（14石6人扶持）
10-28御内用向出精により紋付小袖1拝領
2-23御内用向出精・借入銀高献納により給地2石加増（16石6人扶持）10-21水論一件骨折により
被下米5俵加増（10俵宛）
6-14御内用向出精・借入口入等差働により2人扶持加増（16石8人扶持）
11-15御内用向出精・御用調達銀献納・所持馬献上により紋付縮緬小袖1被下置、倅辰三郎を郷
士・給地4石被下置（郡方支配入）
6-10御内用向出精・他所借入銀返済方差働により給地3石加増（19石8人扶持）
9-1病死

●太田蔵兵衛忠敬

文化13
文政2
文政4
文政5

文政6
文政7
文政11
天保2

天保4

天保5

天保6

天保7
天保8
天保9
天保11

天保13
天保14
弘化2
弘化4
嘉永2
嘉永5
嘉永6

1816
1819
1821
1822

1823
1824
1828
1831

1833

1834

1835

1836 
1837
1838
1840

1842
1843
1845
1847 
1849
1852
1853

11-15親への手当を以郷士・給地4石・郡方支配入
9-1祖父代より御内用向出精により給地15石・8人扶持・米10俵相続、郡方支配郷士
7-4調達銀・無尽掛米献納により4人扶持加増（15石12人扶持）
3-23御内用向出精・物成米払出精により紋付麻裃拝領　10-23火事羽織合印・旅服立附着用御免　
11-14献納米により宮崎役所にて5菜料理被下置
12-23御内用向出精・御用調達銀差働により4人扶持加増（15石16人扶持）
11-5江戸常用金仕送年々出金により被下籾5俵加増（15俵宛）
5-23瓜生野村騒動取扱骨折により給地2石加増（21石16人扶持）
5-8宮崎役所大門・通口屋根瓦葺仕直・表囲石塀直により苗字・刀子孫永々御免　12-23御用調
達銀により4人扶持加増（20人扶持）
3-23江平町入作勘定出入内済骨折、村難渋者へ上納向取替・夫食配布により紋付麻裃拝領　
9-12口入貸上銀返済方出精により紋付小袖1被下置
3-25貸上銀献納により今迄被下置20人扶持を新地100石に直、軍役加藤又左衛門組にて勤、給地
21石・被下米15俵据置　12-23去冬以来穀類払底に付下直に払米、極困窮者へ米銭等助成により
紋付小袖1被下置
1-7作初穂米献納により紋付盃1被下置　9-8御内用向出精・村々諸出入取扱・瓜生野村出入誠精
内済により被下米15俵加増（30俵宛）
6-28去年中貸上銀献納により被下米5俵加増（45俵）
8-6御料細江村百姓騒動に骨折のため5菜御料理被下置　9-10江戸下金出金差働のため紋付小袖1
拝領
2-1御内用向出精・去年貸上銀誠精により組外役人列加筆、本〆方町方支配組外役人列
3-19内輪へ献納金により紋付帷子1拝領　5-28春中献納金・種子島渡来鉄砲献上により10石加増
（110石）11-24当夏他所借入銀誠精・当春宮崎郡検見願下により紋付小袖
6-6太田辰三郎倅丑之助を養子願（6-13聞届）9-1去冬中貸上銀献納により被下米15俵加増（60
俵）
8-23御内用向出精・貸上金誠精銀主取扱骨折により紋付帷子1拝領
7-15御内用向出精・去年中貸上銀献納により籾10俵在勤中被下置
5-23養子丑之助病身につき離縁願（6-7聞届）
2-16改革につき宮崎郡中への備金献納により紋付羽織1拝領
11-25太田辰三郎二男勝三郎養子願（聞届）
10-26病身につき養子勝三郎へ竈相続願（聞届）、知行110石・給地21石・被下米60俵・籾10俵
差止、5人扶持・苗字刀御免

●太田勝三郎久家

嘉永6

安政1
文久3

1853

1854
1863

10-26親蔵兵衛より家督相続（知行110石・給地21石・郡方支配組外役人末席御目見之部・祖父
代より拝領の紋服引続着用御免、軍役節は穂鷹長門組にて勤）
10-19親蔵兵衛病死、被下来5人扶持差止
3-3二年割貸上銀献納により藤模様附三ツ組盃台共被下置

（註）「旧延岡藩士族家禄証明願並同減禄ノ儀証明願」（内藤家文書　第二部 11 家中　231）より。
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一
三

第2表　日高家由緒

●日高弥太助重勝　初勝次郎

寛政4
寛政7
享和2

1792
1795
1802

11-1親弥太助御内用向差働により給地1石被下置
11-23調達銀各別差働により苗字御免
病死

●日高弥太助重清　初富太郎

享和2
文化10
文化12
文化13
文政1
文政4
文政6
天保4
天保5
天保7
天保10
天保11
天保12
天保13
弘化2
嘉永2
嘉永4

1802
1813
1815
1816
1818
1821
1823
1833
1834
1836
1839
1840
1841
1842
1845
1849
1851

11-26親弥太助病死につき給地1石引続被下置、苗字刀御免
2-23御内用向差働・去年中地所借入銀献納により給地1石加増（2石）
6-14御内用向差働・去年中地所借入銀口入により給地5斗加増（2石5斗）・部当格
11-15御内用向出精・調達銀献納により給地5斗加増（3石）・大庄屋格
6-10御内用向出精・他所借入銀返弁方出精により給地5斗加増（3石5斗）
7-4御内用向差働・去冬中調達銀献納により給地1石5斗加増（5石）
12-23御内用向出精・御用調達銀差働により郡方支配郷士
9-16口入上銀返済方誠精により紋付麻裃1具拝領
3-19貸上銀献納により被下米4俵加増（9俵宛）
6-28去年中口入貸上銀献納により被下米4俵加増（13俵）
4-18去年中貸上銀献納により被下米5俵加増（18俵）11-27太田組大庄屋後見、在勤中米3俵宛
年々被下置
11-13倅清次郎名代御用立により御内用掛合・苗字刀御免
11-15銀談として本庄枡屋六郎次方へ対談骨折により褒美銀として銀15匁拝領
9-1去冬中貸上銀献納により被下米20俵加増（38俵）
7-19去年中貸上銀献納により4人扶持被下置
2-19改革につき宮崎郡中への備金献納により8人扶持加増（12人扶持）組外役人末席・御目見之
部
6-15病身のため倅清次郎へ竈相続願（聞届）、12人扶持・給地5石・米38俵差止、清次郎へ10人
扶持・給地5石・米20俵宛、郡方支配郷士、弥太助拝領紋服着用御免、弥太助へは2人扶持被下
置

●日高清次郎

嘉永4
安政1

安政2
安政4
万延1
文久2
文久3

元治1
慶応1

1851
1854

1855
1857
1860
1862
1863

1864 
1865

6-15親弥太助より竈相続、10人扶持・給地5石・米20俵宛、郡方支配郷士、親拝領の紋服着用御
免
3-1売用向金銭取引実意・延岡廻米の濡米運賃米に繰替出精により組外役人末席御目見
12-3御内用向出精・当夏借入金再借対談向骨折により錫盃銚子1被下置
12-29日田郡代通行時骨折により褒美銀6匁被下置
10-8改革につき宮崎郡中への備金献納により組外役人列へ加入、筆順本〆方町方支配組外役人
列者打込
12-清次郎を清四郎と改名願（聞届）
8-3御内用向出精・備米貸上請仕により藤模様付盃1台共被下置
3-3郡中二ケ年割貸上銀株立者取扱出精・即日献納により米16俵加増（36俵）6-9渡海船所持し
大坂登米・廻米積受別段米取扱入念により紋付盃1台共拝領
11-13去夏借上米20俵・去暮米2000俵再借・去暮より買上米誠精により紋付帷子拝領
10-11両替備金差配各別誠精により米7俵加増（43俵）

（註）「旧延岡藩士族家禄証明願並同減禄ノ儀証明願」（内藤家文書　第二部 11 家中　231）より。



近世期宮崎郡における取立てと「身上り」 (大賀郁夫)

一
四

屋
後
見
を
勤
め
、
翌
十
一
年
に
は
伜
清
次
郎
が
御
内
用
掛
合
・
苗
字
帯
刀
御

免
と
な
っ
て
い
る
。
嘉
永
二
年
に
は
改
革
備
金
献
納
に
よ
り
組
外
役
人
末

席
・
御
目
見
部
と
な
り
、
士
分
末
席
に
連
な
っ
た
。
嘉
永
四
年
六
月
に
は
病

身
の
た
め
隠
居
し
、
伜
清
次
郎
は
「
給
地
五
石
・
一
〇
人
扶
持
・
米
二
〇
俵
、

郡
方
支
配
郷
士
」
を
相
続
し
、
親
拝
領
の
紋
服
着
用
を
許
さ
れ
た
。
清
次
郎

は
安
政
期
以
降
藩
へ
の
献
納
を
繰
り
返
し
、
後
述
す
る
藩
の
安
政
改
革
に
お

け
る
改
革
備
金
と
し
て
銀
一
六
貫
目
（「
諸
品
控
日
記
帳
」）
を
献
納
し
た
こ

と
に
よ
り
、
組
外
役
人
列
に
加
え
ら
れ
、
筆
順
は
本
〆
方
・
町
方
・
支
配
組

外
役
人
列
者
打
込
と
さ
れ
た
。
ま
た
文
久
三
年
六
月
に
は
家
業
の
廻
漕
業
に

よ
る
大
坂
登
米
・
廻
米
積
受
が
「
別
段
米
取
扱
入
念
」
と
い
う
こ
と
で
紋
付

盃
を
拝
領
し 

て
い
る
。
元
治
元
年
に
は
去
暮
米
二
〇
〇
〇
俵 

を
再
借
す
る

な
ど
、「
買
上
米
誠
精
」
に
よ
り
紋 

付
帷
子
を
拝
領
し
た
。
慶
応
元
年
に
も

「
両
替 

備
金
差
配
各
別
誠
精
」
に
よ
り
米
七
俵
を
加
増
さ
れ
、
給
地
五
石
・

一
〇
人
扶
持
・
米
四
三
俵
と
な
っ
て
い
る
。
清
次
郎
の
場
合
、
給
地
加
増
よ

り
米
の
加
増
や
紋
付
盃
・
帷
子
・
錫
銚
子
な 

ど
の
拝
領
物
が
多
い
の
が
特

徴
で
あ
る
。

太
田
・
日
高
両
家
の
よ
う
に
、
彼
ら
は
藩
へ
の
献
金
と
い
う
手
段
で
「
身

上
り
」、
藩
政
改
革
や
産
物
統
制
な
ど
に
深
く
関
わ
っ
て
そ
の
地
位
を
保
持
・

発
展
さ
せ
た
。
ま
た
同
時
に
、
被
災
者
や
難
渋
者
に
対
し
て
米
・
諸
品
を
配

布
す
る
な
ど
社
会
奉
仕
活
動
に
も
熱
心
で
あ
り
、
地
域
社
会
の
名
望
家
と
し

て
の
役
割
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。                           

（
二
）
安
政
改
革
に
お
け
る
献
納
と
「
身
上
り
」                  

藩
に
よ
る
領
内
へ
の
貸
上
銀
賦
課
と
、
そ
の
反
対
給
付
と
し
て
の
取
立
て

＝
「
身
上
り
」
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
延
岡
藩
で
実
施
し
た
安
政
改
革

（
（4
（

を
と

り
あ
げ
て
そ
の
実
相
を
み
て
み
た
い
。

延
岡
藩
の
財
政
は
、
延
享
四
年
の
延
岡
入
封
以
降
、
旧
領
陸
奥
国
岩
城

平
領
よ
り
内
高
二
万
石
余
の
減
少
に
加
え
、
約
三
万
四
〇
〇
〇
両
余
に
上

る
転
封
費
用
に
よ
り
窮
乏
化
す
る
。
藩
の
年
間
総
収
入
約
四
万
両
前
後

に
対
し
て
藩
債
は
宝
暦
九
年
に
三
万
三
七
八
八
両
余
、
明
和
三
年
に
は

一
〇
万
五
五
六
三
両
余
と
一
〇
万
両
を
突
破
し
、
安
政
二
年
時
に
は
江
戸
借

財
四
二
万
両
、
大
坂
二
六
万
三
〇
〇
〇
両
、
延
岡
一
〇
万
三
〇
〇
〇
両
の
合

計
七
八
万
六
〇
〇
〇
両
に
達
し
て
い
た

（
（4
（

。
改
革
の
直
接
的
契
機
は
、
安
政
元

年
に
家
中
扶
持
米
を
売
り
払
っ
て
江
戸
廻
金
す
る
ま
で
に
な
り
、
翌
年
に
は

扶
持
米
は
借
金
担
保
と
し
て
の
借
入
能
力
を
無
く
し
、
江
戸
廻
金
の
目
途
が

立
た
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
あ
る

（
（4
（

。

安
政
三
年
二
月
、
藩
は
借
財
整
理
を
中
心
と
す
る
仕
法
を
発
表
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
改
革
備
金
四
万
両
を
領
内
か
ら
調
達
し
、
藩
の
総
収
入

三
万
九
〇
〇
〇
両
の
う
ち
三
万
両
で
す
べ
て
を
賄
い
、
残
り
九
〇
〇
〇
両
を

借
財
返
済
に
あ
て
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
仕
法
が
成
立
す
る
た
め

に
は
、
総
支
出
が
三
万
両
で
収
ま
る
こ
と
、
改
革
備
金
四
万
両
が
予
定
通
り

に
調
達
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
借
財
先
へ
の
返
済
金
が
九
〇
〇
〇
両
で
済
む

こ
と
、
こ
の
三
点
が
絶
対
条
件
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
一
つ
で
も
不
成
功
な
場

合
は
仕
法
自
体
が
成
り
立
た
な
い
。
藩
は
返
済
据
え
置
き
の
嘆
願
を
す
る
こ

と
で
一
時
的
な
返
済
猶
予
を
期
待
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
藩
債
自
体

の
返
済
・
整
理
を
計
画
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
実
際
に
は
上
野
諸
寺
院

な
ど
の
公
宮
金
へ
の
返
済
猶
予
嘆
願
と
、
小
田
家
な
ど
城
下
町
商
人
に
対
す

る
返
済
拒
否
が
藩
の
基
本
方
針
で
あ
っ
た

（
（4
（

。
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一
五

仕
法
の
三
柱
の
ひ
と
つ
で
あ
る
四
万
両
の
改
革
備
金
調
達
は
ど
う
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
調
達
計
画
は
、
船
手
方
以
下
各
役
所
か
ら
八
一
〇
〇

両
、
城
附
お
よ
び
高
千
穂
・
宮
崎
郡
・
豊
後
三
郡
の
「
株
立
候
者
」
か
ら

三
万
一
九
〇
〇
両
を
調
達
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
備
金
は
「
株
立

候
者
」
す
な
わ
ち
金
主
た
ち
と
村
々
小
前
た
ち
に
賦
課
さ
れ
、
城
附
で

四
六
二
〇
人
、
豊
後
三
郡
五
一
〇
人
、
宮
崎
郡
五
四
一
人
（
ほ
か
に
出
家
・

社
人
一
三
人
）、
高
千
穂
三
一
七
八
人
の
計
八
八
四
九
人
に
上
っ
た

（
（4
（

。
こ
の

う
ち
宮
崎
郡
に
賦
課
さ
れ
た
七
三
〇
〇
両
は
、
安
政
三
年
か
ら
五
年
ま
で
の

三
年
間
で
調
達
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
初
年
に
調
達
す
べ
き
二
七
三
〇
両

余
に
対
し
て
春
に
調
達
で
き
た
の
は
八
六
一
両
余
（
約
三
一
・
六
％
）
す
ぎ

な
い

（
（4
（

。
同
年
十
月
、
用
人
松
田
多
膳
と
下
郡
鈴
木
夘
之
丞
が
宮
崎
役
所
へ
出
役
し
、

小
前
百
姓
た
ち
に
直
接
御
用
調
銀
を
命
じ
た
。
太
田
組
村
々
で
は
後
藤
忠
蔵

が
銀
二
一
貫
目
（
金
三
〇
〇
両
）、
日
高
清
次
郎
が
同
一
六
貫
目
（
二
二
八

両
余
）、
岩
切
忠
兵
衛
と
松
本
佐
兵
衛
が
一
二
貫
目
宛
な
ど
合
わ
せ
て
八
人

の
金
主
か
ら
七
八
貫
五
〇
〇
目
、
ま
た
太
田
組
内
二
町
四
村
か
ら
四
九
貫

九
九
〇
目
の
計
一
二
八
貫
四
九
〇
目
（
一
八
三
五
両
余
）
を
三
カ
年
で
上
納

す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
る

（
（4
（

。

翌
安
政
四
年
九
月
、
藩
は
貸
上
銀
献
納
に
応
じ
た
三
五
九
人
（
但
し
、
各

村
の
大
庄
屋
・
庄
屋
な
ど
献
納
銀
を
上
納
せ
ず
に
身
分
・
格
式
・
下
賜
物
を

給
さ
れ
た
者
も
い
る
）
に
対
し
て
、
格
式
・
身
分
・
献
納
額
に
見
合
っ
た
反

対
給
付
を
行
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
新
た
に
身
分
・
格
を
得
た
「
身
上
り
」

と
盃
・
帷
子
な
ど
の
下
賜
物
拝
領
、
そ
れ
に
新
切
加
増
の
三
つ
に
大
別
で
き

る
。
宮
崎
郡
村
々
の
貸
上
銀
献
納
者
は
総
数
三
五
八
人
に
上
り
、
一
部
を
除

い
て
村
別
に
記
載
さ
れ
て
い
る

（
（4
（

。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
み
て
い
こ
う
。

ま
ず
「
組
外
役
人
末
席
」
と
「
郡
方
支
配
郷
士
」
の
計
一
一
人
が
、
村
ご

と
と
は
別
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
が
藩
に
と
っ
て
特
別
な
存
在
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
（
第
３
表
参
照
）。「
組
外
役
人
末
席
」・「
御
目
見
之
部
」

で
あ
る
日
高
清
次
郎
（
献
納
銀
一
六
貫
目
）・
同
日
高
弥
吉
（
同
四
貫
目
）

両
人
は
「
組
外
役
人
列
」・「
本
〆
方
町
方
組
外
役
人
列
」
に
、「
郡
方
支
配

郷
士
」
で
あ
る
岩
切
忠
兵
衛
（
一
二
貫
目
）・
松
本
佐
兵
衛
（
同
）
は
「
組

外
役
人
末
席
」・「
御
目
見
部
」・「
郷
方
並
引
方
」
に
、日
高
久
兵
衛
（
六
貫
目
）・

中
原
清
兵
衛
（
同
）
に
は
紋
附
盃
（
台
共
）・
腰
張
馬
御
免
、
太
田
直
三
郎

（
五
貫
五
〇
〇
目
）・
服
部
幸
助
（
同
）
に
は
錫
銚
子
・
腰
張
馬
御
免
、
黒
木

長
次
兵
衛
（
二
貫
目
）
は
紋
附
帷
子
と
伜
夘
三
郎
に
苗
字
・
帯
刀
が
許
さ
れ

た
。
岩
切
丹
治
（
五
〇
〇
目
）
は
紋
附
麻
裃
、
猪
俣
勝
之
助
（
無
）
に
は
紋

附
小
袖
・
腰
張
馬
御
免
が
下
賜
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
以
前
か
ら
藩
へ
貸
上

銀
献
納
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
安
政
期
ま
で
に
身
分
・
格
式
を
得
て
い
た
の

で
あ
り
、こ
の
度
の
献
納
に
よ
り
さ
ら
な
る「
身
上
り
」・
下
賜
物
拝
領
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

第
４
表
か
ら
残
り
三
四
七
人
の
内
訳
を
み
る
と
、新
た
な
身
分
・
格
と
な
っ

た
一
七
五
人
と
、
身
分
・
格
に
加
え
て
新
切
加
増
が
二
三
人
、
同
じ
く
下
賜

物
拝
領
七
人
の
計
二
〇
五
人
、五
九
・
一
％
が
「
身
上
り
」
し
た
こ
と
に
な
る
。
　

第
５
表
は
組
・
村
別
に
「
身
上
り
」
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

大
庄
屋
や
庄
屋
・
町
部
当
な
ど
、
各
組
・
村
・
町
場
で
献
納
銀
上
納
に
尽
力

し
た
と
し
て
、
献
納
銀
な
し
で
身
分
・
格
式
・
下
賜
物
を
拝
領
し
た
三
〇
人

は
除
く
。

文
化
年
間
に
「
郡
方
支
配
郷
士
」
三
人
と
「
一
ト
通
」
郷
士
二
人
、
郷
士



近世期宮崎郡における取立てと「身上り」 (大賀郁夫)

一
六

第
3

表
　

組
外

役
人

末
席

～
郡

方
支

配
郷

士
の

献
納

取
立

表
１

献
納

者
名

給
地

（
石

）

扶
持

（
俵

）

被
米

（
俵

）

新
切

（
石

）
既

得
身

分
・

格
既

得
下

賜
物

献
納

額

（
匁

）
新

身
分

・
格

下
賜

物

日
高

清
次

郎
 5.0

 10
 20

組
外

役
人

末
席

御
目

見
部

錫
銚

子
・

紋
附

麻
裃

・
紋

附
小

袖

紋
附

帷
子

・
親

被
下

物
着

用
御

免
16〆

000
組

外
役

人
列

本
〆

方
町

方
組

外
役

人
列

日
高

弥
吉

 8.0
 10

組
外

役
人

末
席

御
目

見
部

   

紋
附

小
袖

・
紋

附
帷

子

祖
父

代
被

下
物

着
用

御
免

4〆
000

組
外

役
人

列

本
〆

方
町

方
組

外
役

人
列

岩
切

忠
兵

衛
  5

 18
郡

方
支

配
郷

士
藤

模
様

附
三

ツ
組

盃
台

共

錫
銚

子
12〆

000
組

外
役

人
末

席

御
目

見
部

・
郷

方
並

引
方

松
本

佐
兵

衛
 10

 35
郡

方
支

配
郷

士
紋

附
小

袖
・

紋
附

龍
紋

裃

紋
附

帷
子

・
親

被
下

物
着

用
御

免
12〆

000
組

外
役

人
末

席

御
目

見
部

・
郷

方
並

引
方

日
高

久
兵

衛
 3.0

  5
 2.0

郡
方

支
配

郷
士

紋
附

帷
子

・
藤

模
様

附
三

ツ
組

盃
台

共

錫
銚

子
6〆

000
紋

附
盃

台
共

腰
張

馬
御

免

中
原

清
兵

衛
 4.0

  4
  8

郡
方

支
配

郷
士

藤
模

様
附

盃
台

共
6〆

000
紋

附
盃

台
共

・
腰

張
馬

御
免

 

太
田

直
三

郎
 5.0

 12
郡

方
支

配
郷

士
紋

附
麻

裃
・

藤
模

様
附

盃
台

共
5〆

500
錫

銚
子

・
腰

張
馬

御
免

 

服
部

幸
助

 1.0
  6

郡
方

支
配

郷
士

藤
模

様
盃

5〆
500

錫
銚

子
・

腰
張

馬
御

免
 

黒
木

長
次

兵
衛

 2.5
 11

 5.0
郡

方
支

配
郷

士

軍
中

村
横

目
兼

帯
 2〆

000
伜

夘
三

郎
に

苗
字

帯
刀

御
免

紋
附

帷
子

岩
切

丹
治

12.0
  4

  3
郡

方
支

配
郷

士
藤

模
様

附
盃

・
紋

附
帷

子

親
被

下
物

着
用

御
免

 500
紋

附
麻

裃

猪
俣

勝
之

助
  5

郡
方

支
配

郷
士

村
横

目
兼

帯

内
用

掛
合

藤
模

様
附

盃
台

共
・

紋
附

帷
子

紋
附

麻
裃

 －
紋

附
小

袖

腰
張

馬
御

免

（
註
）
安
政
四
年
九
月
十
九
日
「
萬
覚
書
」（

内
藤
家
文
書
）
よ
り
作
成
。

第
4

表
　

宮
崎

郡
村

々
献

納
者

に
対

す
る

身
分

・
格

・
下

賜
物

の
割

合

身
分

・
格

身
分

・
格

＋
新

切
増

身
分

・
格

＋
下

賜
物

 下
賜

物
下

賜
物

＋
増

新
切

 新
切

増
 不

  明
  合

  計

 人
数

（
％

）

175 

（
50.4）

23

（
 6.6）

7

 （
 2.0）

88 

（
25.4）

19

（
 5.5）

34

 （
 9.8）

1

（
 0.3）

347

 （
100.0）

 合
計

（
％

）

 205

（
59.1）

 

（
註
）
安
政
四
年
九
月
十
九
日
「
萬
覚
書
」（

内
藤
家
文
書
）
よ
り
。
単
位
は
上
段
＝
人
、
下
段
％
。
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一
七

格
一
人
で
あ
っ
た
の
が
、今
回
の
献
納
に
よ
っ
て
「
組
外
役
人
列
」
二
人
、「
組

外
役
人
末
席
」
二
人
、「
郡
方
支
配
郷
士
」
は
九
人
に
新
た
に
八
人
が
加
わ

り
計
一
七
人
、
郷
士
格
か
ら
郷
士
へ
四
人
、
大
庄
屋
格
と
郷
足
軽
・
郷
士
格

か
ら
郷
士
へ
各
一
人
宛
の
合
計
二
七
人
が
郷
士
身
分
と
な
っ
た
。
ま
た
郷
士

格
へ
は
大
庄
屋
格
か
ら
八
人
、
苗
字
御
免
・
庄
屋
格
か
ら
一
人
の
計
九
人
が

「
身
上
り
」
し
た
こ
と
に
な
る
。
郷
士
・
郷
士
格
と
な
っ
た
者
は
献
納
者
全

体
の
一
七
・
六
％
に
上
る
。

一
方
百
姓
身
分
か
ら
脇
差
御
免
以
上
の
「
身
上
り
」
を
遂
げ
た
者
は
七
一

人
、
全
体
の
三
四
・
八
％
に
上
る
。
そ
の
内
訳
は
、
脇
差
御
免
と
な
っ
た
者

が
四
一
人
、
脇
差
・
裃
着
用
御
免
が
一
六
人
、
苗
字
御
免
九
人
、
苗
字
・
刀

御
免
三
人
、
郡
中
村
横
目
格
二
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
以
前
に
脇
差
御
免
以
上

で
あ
っ
た
者
た
ち
の
な
か
で
多
か
っ
た
の
は
、
苗
字
御
免
か
ら
刀
御
免
が

第
5

表
　

安
政

４
年

村
別

新
旧

身
分

・
格

一
覧

 大
　

嶋
　

組
跡

 江
 組

 太
 田

 組
瓜

生
野

組

下
北

方
上

北
方

池
　

内
花

ヶ
島

村
　

角
大

　
嶋

上
別

府
上

野
町

跡
　

江
浮

　
田

長
　

峯
生

　
目

柏
　

原
富

　
吉

小
　

松
太

　
田

古
　

城
大

　
塚

中
村

町
福

嶋
町

瓜
生

野
大

瀬
町

柏
田

町
小

　
計

郷
士

郡
方

支
配

郷
士

   1
   1

   1
   1

   3
   1

   
   8

桃
燈

合
印

御
免

   1
   1

   1
   

   1
   

   4

桃
燈

合
印

･新
切

   1
   1

   1
   1

   2
   1

   7

郷
士

格

郷
士

   1
   1

   1
   1

   4

桃
燈

合
印

御
免

   1
   1

桃
燈

合
印

･新
切

   1
   1

大
庄

屋
格

郷
士

   
   1

   1

郷
士

格
   

   
   1

   1
   1

   1
   1

   1
   2

   8

郷
足

軽
・

郷
士

格
郷

士
   

   1
   

   1

郡
中

村
横

目
格

大
庄

屋
格

   1
   3

   
   

   
   1

   
   1

   2
   

   1
   2

   1
   1

  13

庄
屋

格
郡

中
村

横
目

格
   

   1
   

   1

苗
字

・
庄

屋
格

郡
中

村
横

目
格

   2
   1

   1
   4

郷
士

格
   1

   1

苗
字

・
刀

御
免

大
庄

屋
格

   1
   

   
   1

郡
中

村
横

目
格

   2
   1

   2
   1

   1
   1

   8

庄
屋

格
   

   
   

   
   

   1
   

   
   3

   
   

   4

部
当

格
   

   1
   1

刀
御

免
大

庄
屋

格
   1

   1

苗
字

御
免

部
当

格
   

   
   2

   
   2

刀
御

免
   2

   
   2

   1
   1

   2
   

   1
   

   1
   

   3
   1

   
   2

   1
   1

   2
  20

脇
差

・
上

下
苗

字
・

刀
御

免
   

   
   

   
   

   
   

   1
   1

   2

苗
字

御
免

   1
   1

   1
   1

   
   1

   2
   2

   5
   

  14

脇
差

苗
字

御
免

   1
   2

   1
   

   1
   

   2
   7

上
下

着
用

御
免

   1
   1

   1
   2

   2
   2

   4
   1

  14

百
姓

郡
中

村
横

目
格

   1
   1

   2

苗
字

・
刀

御
免

   1
   

   
   1

   1
   3

苗
字

御
免

   
   

   1
   1

   
   

   1
   2

   2
   

   
   1

   
   1

   
   

   9

脇
差

・
上

下
着

用
   1

   1
   1

   1
   

   1
   1

   1
   

   3
   1

   
   

   
   

   1
   4

  16

脇
差

御
免

   4
   1

   
   3

   2
   2

   1
   1

   
   5

   
   2

   
   3

   3
   3

   
   4

   
   2

   1
   1

   3
  41

合
　

計
賜

身
分

・
格

  11
   4

  13
   9

   7
   9

   6
   6

   4
   9

   7
   5

  10
   9

 11 
  11

   8
  15

  12
  11

   9
   9

   4
 199

献
納

者
総

数
  21

  11
  19

  13
  11

  15
  13

  12
  14

  19
  12

  14
  14

  20
 14 

  18
  19

  21
  15

  13
  18

  13
   6 

 347

註
）
安
政
四
年
九
月
十
九
日
「
萬
覚
書
」
よ
り
作
成
。
上
北
方
村
に
は
名
田
村
・
南
方
村
、
長
峯
村
に
は
細
江
村
、
古
城
村
に
は
源
藤
村
、
上
野
町
に
は
江
平
町
を
含
む
。
小
計
・
合
計
は
計
算
上
の
数
字
。

　
　
単
位
は
人
。
各
組
・
村
の
大
庄
屋
、
庄
屋
、
部
当
で
献
納
銀
が
な
く
て
も
身
分
・
格
式
や
下
賜
物
が
与
え
ら
れ
た
者
た
ち

30
人
を
除
く
。

旧
新

組村
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一
八

第
6

表
　

大
庄

屋
・

庄
屋

・
部

当
の

献
納

取
立

表
２

組
役

　
職

氏
　

名
給

地
(石

)
扶

持
(俵

)
被

米
(俵

)
新

切
(石

)
旧

身
分

・
格

既
得

下
賜

物
新

身
分

・
格

下
賜

物
備

　
　

考

大
島

組

上
北

方
村

庄
屋

湯
地

台
次

郎
 1.0

紋
附

麻
裃

大
庄

屋
格

村
角

村
庄

屋
長

友
武

之
助

 1.0
郷

士
格

藤
模

様
附

盃

村
角

村
庄

屋
見

習
仲

太
苗

字
御

免
長

友
武

之
助

伜

大
島

組
大

庄
屋

長
友

忠
左

衛
門

 4.0
 10

郷
士

川
原

町
部

当
心

添
紋

附
麻

裃
錫

銚
子

村
人

別
除

郡
方

支
配

郷
士

上
別

府
村

庄
屋

後
見

島
原

津
之

助
 1.0

  9
郡

方
支

配
郷

士
南

方
村

庄
屋

後
見

紋
附

麻
裃

･錫
銚

子
･藤

模
様

附
盃

米
3俵

加
増

南
方

村
庄

屋
和

田
藤

之
助

 1.0
藤

模
様

附
盃

池
内

村
庄

屋
島

原
龍

次
郎

紋
附

麻
裃

藤
模

様
附

盃

花
ケ

島
町

部
当

高
妻

慶
啓

大
庄

屋
格

・
桃

燈
合

印
御

免
藤

模
様

附
盃

上
野

町
部

当
日

高
武

右
衛

門
苗

字
紋

附
麻

裃
大

庄
屋

格

江
平

町
年

寄
福

島
勘

右
衛

門
苗

字
部

当
格

江
平

町
年

寄
庄

兵
衛

苗
字

御
免

太
田

組

太
田

組
大

庄
屋

猪
八

重
亭

蔵
  5

郡
方

支
配

郷
士

紋
附

麻
裃

･錫
銚

子
米

3俵
加

増

大
塚

村
庄

屋
勇

右
衛

門
苗

字
御

免

古
城

村
庄

屋
押

川
常

太
  

紋
附

麻
裃

藤
模

様
附

盃

中
村

町
部

当
岩

切
文

兵
衛

郷
士

紋
附

麻
裃

･桃
燈

合
印

藤
模

様
附

盃

中
村

町
部

当
見

習
理

四
郎

苗
字

御
免

岩
切

文
兵

衛
伜

中
村

町
部

当
格

仁
田

脇
六

郎
  3

役
所

内
用

掛
合

刀
御

免
仁

田
脇

儀
三

郎
伜

跡
江

組

跡
江

組
大

庄
屋

松
浦

市
郎

 3.0
  5

郡
方

支
配

郷
士

富
吉

村
庄

屋
兼

帯
紋

附
麻

裃
･紋

附
帷

子
藤

模
様

附
盃

・
紋

附
小

袖
・

錫
銚

子
米

3俵
加

増

跡
江

組
大

庄
屋

見
習

松
浦

弥
三

郎
  2

藤
模

様
附

盃
松

浦
市

郎
伜

生
目

村
庄

屋
富

永
三

千
次

紋
附

麻
裃

藤
模

様
附

盃

柏
原

村
庄

屋
岩

切
蜜

之
助

大
庄

屋
格

紋
附

麻
裃

藤
模

様
附

盃

柏
原

村
庄

屋
見

習
助

治
褒

美
銀

10匁
岩

切
蜜

之
助

伜
か

小
松

村
庄

屋
長

峯
米

治
紋

附
麻

裃
藤

模
様

附
盃

長
嶺

村
庄

屋
末

富
幸

太
郎

藤
模

様
附

盃

浮
田

村
庄

屋
心

添
湯

地
栄

四
郎

  3
郡

方
支

配
郷

士
生

目
村

庄
屋

後
見

紋
附

麻
裃

太
田

組
詰

中
米

5俵
米

3俵
加

増

浮
田

村
庄

屋
湯

地
栄

蔵
藤

模
様

附
盃

湯
地

栄
四

郎
伜

瓜
生

野
組

瓜
生

野
組

大
庄

屋
清

水
平

治
  8

郡
方

支
配

郷
士

紋
附

帷
子

・
錫

銚
子

紋
附

小
袖

米
3俵

加
増

大
瀬

町
村

庄
屋

小
川

栄
右

衛
門

紋
附

麻
裃

大
庄

屋
格

大
瀬

町
村

庄
屋

見
習

吉
蔵

褒
美

銀
10匁

小
川

栄
右

衛
門

伜
か

柏
田

町
部

当
太

田
辰

三
郎

 5.5
  4

 24
郡

方
支

配
郷

士
紋

附
麻

裃
･紋

附
帷

子
紋

附
小

袖
･紋

附
盃

褒
美

銀
30目

（
註
）
安
政
四
年
九
月
十
九
日
「
萬
覚
書
」（

内
藤
家
文
書
）
よ
り
作
成
。
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表
　

安
政

４
年

村
別

身
分

・
格

別
下

賜
物

一
覧

 大
　

嶋
　

組
跡

 江
 組

 太
 田

 組
瓜

生
野

組

下
北

方
上

北
方

池
　

内
花

ヶ
島

村
　

角
大

　
嶋

上
別

府
上

野
町

跡
　

江
浮

　
田

長
　

峯
生

　
目

柏
　

原
富

　
吉

小
　

松
太

　
田

古
　

城
大

　
塚

中
村

町
福

嶋
町

瓜
生

野
大

瀬
町

柏
田

町
小

　
計

郡
方

支
配

郷
士

米
3俵

加
増

   1
   1

   1
   1

   1
   5

褒
美

銀
30目

   1
   1

郷
士

紋
附

帷
子

   1
   1

   1
   3

紋
附

帷
子

･新
切

   1
   1

紋
附

麻
裃

   1
   1

   1
   3

紋
附

麻
裃

･新
切

   1
   

   1

紋
附

小
袖

   1
   1

藤
模

様
附

盃
   1

   1
   1

   1
   4

錫
銚

子
   1

   1

新
切

加
増

   1
   1

郷
士

格

紋
附

麻
裃

   1
   1

   2

紋
附

麻
裃

･新
切

   1
   1

   2

藤
模

様
附

盃
   1

   1
   1

   1
   4

新
切

加
増

   1
   

   1

郷
士

格
･庄

屋
藤

模
様

附
盃

   1
   1

郷
士

格
･郷

足
軽

紋
附

麻
裃

   1
   1

紋
附

麻
裃

･新
切

   1
   1

新
切

加
増

   1
   1

大
庄

屋
格

紋
附

麻
裃

   
   1

   
   1

   1
   3

紋
附

麻
裃

･新
切

   1
   2

   3

錫
銚

子
   1

   1

錫
銚

子
･新

切
   1

   1

藤
模

様
附

盃
   1

   1
   

   1
   

   1
   

   
   

   
   

   4

新
切

加
増

   1
   1

   2
   1

   5

大
庄

屋
格

･庄
屋

藤
模

様
附

盃
   1

   1
   2

大
庄

屋
格

･別
当

藤
模

様
附

盃
   1

   1

大
庄

屋
見

習
藤

模
様

附
盃

   1
   1

大
庄

屋
筆

順
打

込
新

切
加

増
   1

   1

郷
足

軽
･郷

組
並

郡
中

村
横

目
格

藤
模

様
附

盃
   2

   
   

   
   2

新
切

加
増

   1
   1

郡
中

村
横

目
格

錫
銚

子
   1

   1

藤
模

様
附

盃
   1

   1
   1

   1
   1

   1
   6

新
切

加
増

   1
   1

   1
   3

郷
足

軽
･郷

組
並

藤
模

様
附

盃
   2

   2

郷
足

軽
･庄

屋
格

藤
模

様
附

盃
   1

   1
   1

   3

郷
足

軽
･苗

字
藤

模
様

附
盃

   1
   1

郷
足

軽
藤

模
様

附
盃

   1
   1

   2

新
切

加
増

   1
   1

   2

庄
屋

藤
模

様
附

盃
   1

   1
   1

   1
   1

   1
   1

   7

庄
屋

筆
順

打
込

新
切

加
増

   1
   1

庄
屋

見
習

褒
美

銀
10匁

   
   1

   1

苗
字

･帯
刀

新
切

加
増

   1
   1

   2
   2

   1
   1

   1
   1

   3
   2

   1
   1

  17

藤
模

様
附

盃
   2

   1
   2

   1
   6

帯
刀

新
切

加
増

   1
   1

   2

苗
字

･庄
屋

格

藤
模

様
附

盃
   1

   1
   1

   2
   1

   1
   3

  10

錫
銚

子
   2

   1
   3

新
切

加
増

   1
   2

   1
   2

   1
   1

   8

苗
字

･別
当

格
藤

模
様

附
盃

   1
   1

苗
字

藤
模

様
附

盃
   1

   1
   1

   1
   4

   1
   1

  10

新
切

加
増

   1
   1

   1
   1

   3
   1

   1
   1

   1
  11

脇
差

･裃
新

切
加

増
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   1
   

   
   

   
   1

百
姓

新
切

   1
   1

   2

   合
　

　
計

下
賜

者
数

  11
   6

   6
   6

   4
   6

   9
   7

  11
  11 

   6
   9

   5
  13 

   6
   9

  14 
   3

   7
   3

  12 
   5

   3
 159

献
納

者
総

数
  21

  11
  19

  13
  11

  15
  13

  12
  14

  19
  12

  14
  14

  20
  14 

  18
  19

  21
  15

  15
  18

  13
   6 
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（
註
）
安
政
四
年
九
月
十
九
日
「
萬
覚
書
」
よ
り
作
成
。
上
北
方
村
に
は
名
田
村
・
南
方
村
、
長
峯
村
に
は
細
江
村
、
古
城
村
に
は
源
藤
村
、
上
野
町
に
は
江
平
町
を
含
む
。
小
計
・
合
計
は
計
算
上
の
数
字
。
　

　
　
 単

位
は
人
。
各
組
・
村
の
大
庄
屋
、
庄
屋
、
部
当
で
献
納
銀
が
な
く
て
も
身
分
・
格
式
や
下
賜
物
が
与
え
ら
れ
た
者
た
ち

30
人
を
除
く
。

身
分

･格
下

賜
物

組村
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二
〇

二
〇
人
、
脇
差
・
裃
御
免
か
ら
苗
字
御
免
、
お
よ
び
脇
差
御
免
か
ら
裃
着
用

御
免
が
そ
れ
ぞ
れ
一
四
人
、
郡
中
村
横
目
か
ら
大
庄
屋
格
が
一
三
人
、
苗
字
・

刀
御
免
か
ら
郡
中
村
横
目
格
が
八
人
な
ど
で
あ
っ
た
。

大
庄
屋
や
庄
屋
・
部
当
た
ち
の
「
身
上
り
」
や
下
賜
物
に
つ
い
て
み
て
み

よ
う
（
第
６
表
参
照
）。
彼
ら
は
藩
が
賦
課
す
る
貸
上
銀
上
納
を
組
内
・
村

内
に
斡
旋
す
る
役
を
実
質
的
に
担
っ
た
。
例
え
ば
上
別
府
村
庄
屋
後
見
の
島

原
津
之
助
は
、
安
政
二
年
十
月
に
「
当
年
度
々
御
借
入
金
ニ
付
而
者
銀
主
取

扱
等
各
別
骨
折
差
働
候

（
（5
（

」
と
し
て
、
次
男
津
平
治
を
庄
屋
格
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
跡
江
組
大
庄
屋
松
浦
市
郎
と
瓜
生
野
組
同
清
水
平
治
も
、「
当
年
度
々

御
借
入
金
ニ
付
而
者
銀
主
取
扱
、
并
去
冬

再
借
対
談
向
等
彼
是
各
別
骨
折

差
働
候

（
（5
（

」
と
し
て
紋
附
小
袖
を
拝
領
し
て
い
る
。

三
〇
人
の
う
ち
大
庄
屋
で
は
、
大
島
組
の
長
友
忠
左
衛
門
が
村
人
別
か
ら

除
か
れ
て
郡
方
支
配
郷
士
と
な
っ
た
ほ
か
は
、
太
田
組
の
猪
八
重
亭
蔵
・
跡

江
組
の
松
浦
市
郎
・
瓜
生
野
組
の
清
水
平
治
が
米
三
俵
の
加
増
と
な
っ
て
い

る
。
庄
屋
で
は
上
別
府
村
の
湯
地
台
次
郎
・
上
野
町
部
当
日
高
武
右
衛
門
・

大
瀬
町
村
の
小
川
栄
右
衛
門
の
三
人
が
大
庄
屋
格
の
ほ
か
は
、
庄
屋
・
部
当

第8表　下賜物と身分・格

下賜物 人数 身分・格

米3俵      5 郡方支配郷士のみ

褒美銀      2 郡方支配郷士・庄屋見習

紋附帷子      3 郷士のみ

紋附帷子＋新切      1   〃

紋附小袖      1 郷士のみ

紋附麻裃      9 大庄屋格以上

紋附麻裃＋新切      7   〃

錫銚子      6 苗字御免・庄屋格以上

錫銚子＋新切      1   〃

藤模様附盃     67 苗字御免以上

新切     57

  合　　計    159

（註）安政四年九月十九日「萬覚書」（内藤家文書）より作成。

第9表　各村献納額・１人当献納額

 組名  村名
献納者
（人）

献納銀額
（匁）

1人当銀額
（匁）

大島組

下北方村 21  4.810 0.229

名田村 　   2     0.300     0.150

上北方村 　   5     3.360     0.672

村角村 　   9     6.600     0.733

大島村 　  13     4.050     0.312

上別府村  　 11     3.800     0.345

南方村      1     0.350     0.350

池内村     18     6.580     0.366

花ケ嶋町     11     4.550     0.414

上野町      5     3.550     0.710

江平町      4     5.160     1.290

小計  100 43.110 0.431

太田組

太田村 17  4.450  0.262

大塚村    20     6.300     0.315

源藤村     7     1.400     0.200

古城村    11     4.790     0.435

中村町    12    19.850     1.654

福嶋町    14    10.900     0.779

小計  81 47.690 0.589

跡江組

跡江村 12 7.260  0.605

生目村    12     4.680     0.390

柏原村    12     4.650     0.388

小松村    13     4.450     0.342

長峯村    11     4.100     0.373

浮田村    18     4.330     0.241

富吉村    19     6.630     0.349

細江村     1     0.100     0.100

小計 98  36.200 0.369

瓜生野組

瓜生野村 16  9.990  0.624

大瀬町村    12     5.500     0.458

柏田町     5     7.400     1.480

小計 33 22.890 0.694

 合　　　計  312 149.890 0.480

（註）安政四年九月十九日「萬覚書」（内藤家文書）より作成。

但し、組外役人列 ･ 組外役人末席・郡方支配郷士及び献銀無い者は除く。
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二
一

第10表　身分・格と献納額

旧身分･格 新身分･格 下賜物 新切 献納銀額 備考
組外役人末席 組外役人列  4.000～16.000

郡方支配郷士

組外役人末席 12.000
 － 藤模様紋附盃・腰張馬  6.000
 － 錫銚子・腰張馬  5.500
 － 紋附帷子  2.000 伜苗字帯刀
 － 紋附麻裃  0.500

郷士

郡方支配郷士 紋附小袖  5.500
郡方支配郷士    5.00  5.000 伜庄屋格
郡方支配郷士 紋附帷子  4.000
郡方支配郷士 錫銚子  3.500
郡方支配郷士  2.600
桃燈合印御免    5.00  2.000
桃燈合印御免    3.00  1.500
桃燈合印御免    2.00  1.400～1.500
桃燈合印御免  1.000～1.500
 － 藤模様附盃  0.400～2.000
 － 紋附帷子  1.100
 － 紋附麻裃    1.00  0.600
 － 紋附麻裃  0.500

郷士格

郷士  1.000～1.100
桃燈合印御免   2.00  1.500
 － 紋附麻裃   2.00  0.900
 － 紋附麻裃   1.00  0.600～0.700
 － 紋附麻裃  0.400～0.700
 － 藤模様附盃  0.150～0.400
 －   0.50  0.100

郷士格･郷足軽
郷士   1.00  1.400
 － 紋附麻裃   1.00  0.600
 － 紋附麻裃  0.500

見
習
や
苗
字
の
無
か
っ
た
者
た
ち
が
苗
字
御
免
と
な
っ
た
以
外
は
、
藤
模
様

附
盃
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
彼
ら
が
中
心
と
な
っ
て
献

納
銀
取
立
て
に
奔
走
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

次
に
下
賜
物
拝
領
状
況
を
み
て
み
よ
う
（
第
８
表
参
照
）。
献
納
銀
に
対

す
る
藩
か
ら
の
下
賜
品
は
、
米
・
褒
美
銀
の
ほ
か
紋
附
帷
子
・
紋
附
小
袖
・

紋
附
麻
裃
・
錫
銚
子
・
藤
模
様
（
内
藤
家
家
紋
）
附
盃
と
新
切
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
を
み
る
と
、
米
三
俵
は
郡
方
支
配
郷
士
の
み
五
人
、
褒
美
銀
は
銀

三
〇
目
が
郡
方
支
配
郷
士
一
人
と
同
一
〇
匁
が
庄
屋
見
習
一
人
、
そ
の
他
で

は
紋
附
帷
子
（
新
切
含
む
）
が
四
人
（
郷
士
の
み
）、
紋
附
小
袖
一
人
（
同
）、

紋
附
麻
裃
（
同
）
一
六
人
（
大
庄
屋
格
以
上
）、
錫
銚
子
（
同
）
七
人
（
苗

字
御
免
・
庄
屋
格
以
上
）、
藤
模
様
附
盃
六
七
人
（
苗
字
御
免
以
上
）
な
ど
、

拝
領
物
と
身
分
・
格
が
明
確
に
分
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

第
９
表
は
各
組
・
村
別
の
献
納
者
数
と
献
納
銀
額
お
よ
び
一
人
当
り
の
献

納
銀
額
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
史
料
上
確
認
で
き
る
献
納
者
数
は
三
一
二

人
、
献
納
総
額
は
一
四
九
貫
八
九
〇
目
、
一
人
平
均
銀
四
八
〇
目
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
町
場
で
商
家
の
多
い
中
村
町
・
福
嶋
町
の
献
納
銀
額
が
多
く
、
一

人
平
均
銀
額
も
大
島
組
江
平
町
が
一
貫
二
九
〇
目
、
太
田
組
中
村
町
一
貫

六
五
四
匁
、
瓜
生
野
組
柏
田
町
一
貫
四
八
〇
目
と
平
均
銀
額
の
二
倍
以
上
と

な
っ
て
い
る
。
宮
崎
郡
で
は
こ
う
し
た
在
郷
町
の
発
展
が
、
地
域
経
済
を
支

え
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
三
）
身
分
・
格
式
と
献
納
銀
額

身
分
・
格
式
と
献
納
銀
額
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
具
体
的
に
み
て
み

よ
う
。
第
10
表
は
身
分
・
格
式
別
の
献
納
銀
額
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
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二
二

郷足軽

郡中村横目格
 － 藤模様附盃  0.180～0.200
 －    0.50  0.100

郷足軽･庄屋格  － 藤模様附盃  0.160～0.200
郷足軽郷組取扱  － 藤模様附盃  0.150～0.250
郷足軽･苗字  － 藤模様附盃  0.150

郷足軽
 － 藤模様附盃  0.150～0.200
 －    1.00  0.200
 －    0.50  0.100

大庄屋格

郷士    5.00  3.000
郷士格    2.00  1.500
郷士格    1.00  1.200～1.300
郷士格  1.000～1.100
 － 紋附麻裃    1.00  0.700
 － 紋附麻裃  0.400～0.700
 － 錫銚子    0.50  0.400
 － 錫銚子  0.300
 － 藤模様附盃  0.180～0.400
 －    0.50  0.100～0.150

郡中村横目格

大庄屋格    2.00  0.900
大庄屋格    1.50  0.800
大庄屋格 藤模様附盃  0.600～0.900
大庄屋格  0.400～0.500
 － 藤模様附盃  0.350～0.360
 － 錫銚子  0.300
 －    0.50  0.150

庄屋格･苗字

郷士格    5.00  2.500
郡中村横目格  0.450～0.700
 － 錫銚子  0.300～0.320
 － 藤模様附盃  0.150～0.250
 －    1.00  0.200
 －    0.50  0.100～0.150

部当格･苗字  － 藤模様附盃  0.180

庄屋格
 － 藤模様附盃     0.200
 －    0.50  0.100

苗字御免

刀御免

大庄屋格    1.00  1.200
郡中村横目格  0.500～0.800
部当格  0.400
庄屋格  0.300
 －    1.00  0.200～0.250
 － 藤模様附盃  0.150～0.180
 －    0.50  0.100～0.120

苗字御免

部当格  0.450～0.600
郡中村横目格  0.500
刀御免    0.50  0.300～0.350
刀御免  0.200～0.250
 － 藤模様附盃  0.150～0.180
 －    0.50  0.100～0.120

刀御免
大庄屋格    1.00  1.400
 －    0.50  0.100

脇指

裃着用御免

苗字刀御免  0.300～0.500
苗字御免  0.100～0.200
 －    0.50  0.100

脇差
苗字御免  0.150～0.250
裃着用御免  0.100

百姓

郡中村横目格    0.10  1.000～1.300
部当格  0.800
苗字刀御免  0.500～0.750
苗字御免  0.200～0.450
脇差･裃御免  0.200～0.250
脇差御免  0.100～0.170

（註）安政四年九月十九日「萬覚書」（内藤家文書）より作成。単位は新切＝畝、献納額は貫匁。
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の
で
あ
る
。
今
度
の
貸
上
銀
賦
課
に
応
じ
て
献
納
し
た
者
が
藩
か
ら
身

分
・
格
式
、
新
切
地
、
下
賜
物
な
ど
を
給
さ
れ
る
最
低
銀
額
は
銀
一
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
目
で
あ
る
。

百
姓
が
「
身
上
り
」
の
第
一
歩
と
な
る
「
脇
差
御
免
」
と
な
る
に
は
、
銀

一
〇
〇
目
を
献
納
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
同
じ
く
銀
二
〇
〇
目
～
二
五
〇
目

で
は
「
脇
差
・
裃
御
免
」、
五
〇
〇
目
で
は
「
苗
字
・
刀
御
免
」、
一
貫
目
以

上
で
は
「
郡
中
村
横
目
格
」
と
な
っ
た
。「
脇
差
・
裃
着
用
御
免
」
以
上
の

者
が
銀
一
〇
〇
目
を
献
納
し
た
場
合
は
、
い
ず
れ
も
新
切
地
五
畝
歩
が
給
さ

れ
て
い
る
。

下
位
の
者
が
飛
び
越
え
て
身
分
・
格
式
を
獲
得
す
る
に
は
そ
れ
相
応
の
銀

額
が
必
要
で
あ
っ
た
。「
刀
御
免
」か
ら「
大
庄
屋
格
」に
は
銀
一
貫
四
〇
〇
目
、

「
苗
字
刀
御
免
」
か
ら
「
大
庄
屋
格
」
は
一
貫
二
〇
〇
目
、「
庄
屋
格
・
苗
字
」

か
ら
「
郷
士
格
」
が
二
貫
五
〇
〇
目
、「
郡
中
村
横
目
格
」
か
ら
「
大
庄
屋
格
」

は
四
〇
〇
～
九
〇
〇
目
、「
大
庄
屋
格
」
か
ら
「
郷
士
格
」
一
貫
目
～
一
貫

五
〇
〇
目
、「
郷
士
」
三
貫
目
、「
郷
士
格
」
か
ら
「
郷
士
」
一
貫
目
～
一
貫

四
〇
〇
目
、「
郷
士
」
か
ら
「
郡
方
支
配
郷
士
」
へ
は
二
貫
六
〇
〇
目
～
五

貫
五
〇
〇
目
、「
郡
方
支
配
郷
士
」
か
ら
「
組
外
役
人
末
席
」
へ
は
一
二
貫

目
が
必
要
で
あ
っ
た
。
従
来
の
身
分
・
格
式
に
加
え
て
、
藩
か
ら
の
献
銀
賦

課
に
い
か
に
応
え
、
下
賜
物
を
給
さ
れ
て
い
た
か
も
、
銀
額
を
大
き
く
左
右

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
五
人
扶
持
・
被
下
米
三
俵
・
新
切
二
畝
、
紋

附
麻
裃
・
桃
燈
合
印
御
免
で
あ
っ
た
村
角
村
郷
士
の
後
藤
勝
五
郎
は
、
献
納

銀
額
二
貫
六
〇
〇
目
で
郡
方
支
配
郷
士
に
な
っ
て
い
る
が
、
被
下
米
七
俵
・

新
切
地
五
畝
歩
、
下
賜
物
無
し
の
江
平
町
郷
士
大
平
清
左
衛
門
は
銀
四
貫
目

を
献
納
し
て
い
る
。

献
納
者
が
い
か
に
し
て
大
金
を
稼
ぎ
、
藩
へ
の
献
納
を
可
能
に
し
て
き
た

の
か
と
い
う
経
営
状
況
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
例
え
ば
知
行

一
二
〇
石
・
給
地
一
四
石
・
新
切
三
畝
歩
を
給
さ
れ
た
福
嶋
町
の
後
藤
忠
蔵

は
七
〇
〇
石
積
船
宝
栄
丸
を
有
し
、
ま
た
一
六
貫
目
を
献
納
し
た
日
高
清
次

郎
も
福
嶋
町
で
六
五
〇
石
積
船
富
吉
丸
を
有
し
て
そ
れ
ぞ
れ
廻
漕
業
に
従
事

し
て
お
り((5

(

、
年
貢
米
の
廻
漕
な
ど
を
通
し
て
藩
権
力
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

結
び
に
か
え
て

以
上
、
延
岡
藩
領
宮
崎
郡
の
郷
土
に
つ
い
て
、
そ
の
取
立
て
ら
れ
た
契
機
・

処
遇
・
勤
務
方
等
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
安
政
三
年
の
延
岡
藩
財
政

改
革
に
お
け
る
改
革
備
金
調
達
の
状
況
を
中
心
に
、
献
納
と
「
身
上
り
」
に

つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
今
ま
で
に
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
、
結

び
に
か
え
た
い
。

延
岡
藩
の
郷
士
（
小
侍
・
足
軽
）
は
有
馬
氏
時
代
か
ら
確
認
で
き
、
貞
享

期
に
は
宮
崎
小
侍
七
〇
人
を
数
え
た
。
三
浦
氏
時
代
に
は
宮
崎
郡
が
幕
領
と

な
っ
た
た
め
廃
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
牧
野
氏
時
代
に
は
御
林
守
と
し
て

一
〇
人
の
郷
足
軽
が
置
か
れ
、
役
所
番
や
郷
中
普
請
の
世
話
、
代
官
の
郷
出

時
の
供
人
等
を
勤
め
た
。
内
藤
氏
時
代
に
は
宮
崎
郡
村
々
が
遠
方
の
飛
地
で

あ
り
、
他
領
・
幕
領
と
領
境
を
接
し
て
い
た
た
め
村
方
騒
動
や
逃
散
事
件
な

ど
が
頻
発
し
た
。
そ
の
た
め
入
封
間
も
な
い
寛
延
期
に
は
、
改
め
て
一
二
人

を
郡
中
取
締
り
と
し
て
村
廻
役
に
取
立
て
た
。
村
方
静
謐
を
理
由
に
村
廻
役

は
漸
次
廃
さ
れ
る
が
、
一
九
世
紀
に
入
る
と
村
方
の
治
安
が
急
速
に
悪
化
し
、
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二
四

そ
れ
に
対
処
す
る
た
め
に
藩
は
郷
足
軽
を
二
〇
人
、
五
〇
人
と
増
員
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
る
。

こ
う
し
た
郡
中
取
締
り
と
い
う
治
安
面
で
の
郷
士
取
立
て
と
並
ん
で
、
藩

財
政
の
窮
乏
に
と
も
な
い
、領
内
貸
上
銀
賦
課
へ
の
反
対
給
付
に
よ
る
身
分
・

格
の
「
身
上
り
」
が
頻
繁
に
な
る
。
特
に
化
政
期
以
降
は
、
貸
上
銀
賦
課
に

対
し
て
返
済
を
放
棄
し
て
献
納
し
、
銀
額
に
応
じ
て
「
身
上
り
」
す
る
者
が

続
出
す
る
。

安
政
三
年
、
藩
債
が
八
〇
万
両
に
達
し
江
戸
廻
金
が
不
能
と
な
っ
た
た
め
、

藩
は
安
政
改
革
を
断
行
す
る
。
そ
の
改
革
備
金
を
領
内
か
ら
四
万
両
を
調
達

す
る
計
画
を
立
て
、
後
藤
忠
蔵
や
日
高
清
次
郎
な
ど
宮
崎
郡
の
富
裕
商
人
の

ほ
か
に
、
村
々
の
村
役
人
以
下
百
姓
に
至
る
ま
で
、
宮
崎
郡
で
は
五
四
一
人
・

七
三
〇
〇
両
が
賦
課
さ
れ
た
。
藩
は
献
納
者
に
そ
の
銀
額
に
応
じ
て
身
分
・

格
や
下
賜
物
、
新
切
等
を
給
し
た
。
そ
の
結
果
、「
組
外
役
人
列
」
二
人
、「
組

外
役
人
末
席
」
二
人
、「
郡
方
支
配
郷
士
」
一
七
人
な
ど
、
郷
士
が
二
七
人
、

郷
士
格
が
九
人
に
激
増
し
た
。
下
賜
物
で
は
紋
附
帷
子
・
同
麻
裃
・
同
小
袖

の
ほ
か
、
藤
模
様
附
盃
が
多
く
み
ら
れ
た
。

献
納
銀
額
に
応
じ
て
身
分
・
格
・
下
賜
物
な
ど
が
給
さ
れ
た
が
、
百
姓

身
分
で
「
脇
差
御
免
」
と
な
る
に
は
銀
一
〇
〇
目
が
必
要
で
あ
っ
た
。
銀

五
〇
〇
目
で
は
「
苗
字
・
刀
御
免
」
、
一
貫
目
以
上
で
は
「
郡
中
村
横
目
格
」

と
な
っ
た
。
上
級
身
分
・
格
の
獲
得
は
高
額
と
な
り
、「
苗
字
御
免
・
庄
屋
格
」

か
ら
「
郷
士
格
」
二
貫
五
〇
〇
目
、「
郷
士
格
」
か
ら
「
郷
士
」
一
貫
目
～

一
貫
四
〇
〇
目
、「
郷
士
」
か
ら
「
郡
方
支
配
郷
士
」
は
二
貫
六
〇
〇
目
か

ら
五
貫
五
〇
〇
目
が
目
安
で
あ
っ
た
。

献
納
者
の
経
済
活
動
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
銀
二
一
貫
目

を
献
納
し
た
後
藤
忠
蔵
は
、
宮
崎
郡
の
年
貢
米
を
延
岡
・
大
坂
へ
廻
漕
す
る

廻
船
問
屋
で
あ
り
、
日
高
清
次
郎
も
同
業
で
あ
っ
た
。
安
政
六
年
十
二
月
、

宮
崎
郡
で
は
銭
手
形
三
〇
〇
〇
両
分
が
発
行
さ
れ
て
い
る
が
、
後
藤
た
ち
宮

崎
郡
有
力
商
人
一
〇
人
が
両
替
方
掛
合
と
な
っ
て
い
る((5

(

。
彼
ら
は
「
組
外
役

人
列
」
郷
士
と
し
て
藩
御
用
を
勤
め
な
が
ら
、
一
方
で
宮
崎
郡
の
経
済
的
ヘ

ゲ
モ
ニ
ー
主
体
と
し
て
君
臨
し
た
の
で
あ
る
。

献
納
銀
に
よ
っ
て
家
格
上
昇
が
可
能
に
な
る
と
い
う
環
境
は
、
同
一
身
分

集
団
内
で
の
「
身
上
り
」
願
望
を
煽
り
、
集
団
内
対
立
を
激
化
さ
せ
る
可
能

性
を
持
っ
て
い
た((5

(

。
近
世
期
に
献
納
銀
に
よ
っ
て
「
身
上
」
っ
た
者
た
ち
は
、

維
新
以
後
「
身
上
り
」
を
否
定
さ
れ
て
い
き
な
が
ら
、
集
団
内
で
ど
の
よ
う

な
関
係
を
築
い
て
い
っ
た
の
か
。
ま
た
身
分
制
度
が
廃
さ
れ
た
維
新
以
後
の

近
代
社
会
と
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
時
代
だ
っ
た
の
か
。
今
後
の

課
題
と
し
た
い
。

註　
　（
1
）
小
野
武
夫
『
郷
士
制
度
の
研
究
』（
大
岡
山
書
店 

一
九
二
五
年
）。

　
　（
2
）�

岡
光
男
「
郷
士
制
に
関
す
る
諸
問
題
」（
吉
川
秀
造
編
『
近
畿
郷

士
村
落
の
研
究
』
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
書 

一
九
六
四

年
）、
瀬
谷
義
彦
『
水
戸
藩
郷
士
の
研
究
』（
筑
波
書
林 

二
〇
〇
六
年
）
な
ど
。

　
　（
3
）�
志
村
洋
「
藩
領
国
下
の
地
域
社
会
」（
渡
辺
尚
志
編
『
新
し
い
近

世
史
４
村
落
の
変
容
と
地
域
社
会
』
新
人
物
往
来
社 

一
九
九
六



宮崎公立大学人文学部紀要　第24巻　第1号

二
五

年
）、
同
「
大
庄
屋
の
身
分
格
式
」（
白
川
部
達
夫
・
山
本
英
二

編
『〈
江
戸
〉
の
人
と
身
分
２
村
の
身
分
と
由
緒
』
吉
川
弘
文
館 

二
〇
一
〇
年
）、
三
澤
純
「
幕
末
維
新
期
熊
本
藩
の
地
方
役
人
と

郷
士
」（
平
川
新
・
谷
山
正
道
編
『
近
世
地
域
史
フ
ォ
ー
ラ
ム
３ 

地
域
社
会
と
リ
ー
ダ
ー
た
ち
』
吉
川
弘
文
館 

二
〇
〇
六
年
）、　
　

今
村
直
樹
「
十
九
世
紀
熊
本
藩
の
惣
庄
屋
制
と
地
域
社
会
」（
志

村
洋
・
吉
田
伸
之
編
『
近
世
の
地
域
と
中
間
権
力
』
山
川
出
版

社 

二
〇
一
一
年
）
な
ど
。

　
　（
4
）�

尾
脇
秀
和
「
近
世
の
帯
刀
と
身
分
・
職
分
」（『
日
本
歴
史
』

七
九
八
号 

二
〇
一
四
年
）、
同
「「
郷
士
帯
刀
」
と
「
郷
士
株
」

―
山
城
国
壬
生
村
郷
士
と
郷
士
前
川
家
の
創
出
―
」（『
地
方
史

研
究
』
三
七
八
号 

二
〇
一
五
年
）。

　
　（
5
）�

萬
代
悠「
岸
和
田
藩
政
と
七
人
庄
屋
の
家
格
変
動
」（『
史
学
雑
誌
』

一
二
四
―
八
号 

二
〇
一
五
年
）。

　
　（
6
）�

明
治
二
年
「
竃
数
石
高
人
別
調
帳
」（
内
藤
家
文
書
　
第
一
部

二
三
年
貢
六
六
七
）

　
　（
７
）�「
国
乗
遺
聞
」巻
之
四
封
国
第
九（『
宮
崎
県
史 

史
料
編
近
世
１
』）

三
六
三
～
三
六
四
頁
。

　
　（
8
）「
右
同
」
三
六
六
頁
。

　
　（
９
）「
右
同
」
三
七
三
～
三
七
四
頁
。

　
　（
10
）「
右
同
」
四
二
九
頁
。

　
　（
11
）�「
右
同
」
三
六
八
頁
。「
藤
原
有
馬
世
譜
」（『
宮
崎
県
史 

史
料
編

近
世
１
』　
四
八
一
頁
）
に
よ
れ
ば
、
諸
士
一
四
六
人
・
歩
行
士

四
四
人
・
足
軽
一
八
人
・
御
長
柄
者
七
人
・
御
旗
組
五
人
・
御

馬
中
間
七
人
・
御
草
履
取
三
人
・
大
工
二
人
・
御
焼
物
師
一
人
・

御
船
手
一
六
人
・
御
細
工
人
二
三
人
に
暇
が
下
さ
れ
た
と
あ
る
。

　
　（
12
）�

延
享
四
年
八
月
「
日
向
国
臼
杵
郡
宮
崎
郡
豊
後
国
大
分
郡
国
東

郡
速
水
郡
之
内
郷
村
高
帳
」（『
宮
崎
県
史 

史
料
編
近
世
２
』）。

　
　（
13
）�

延
享
四
年
八
月
「
演
説
覚
書
」（『
宮
崎
県
史 

史
料
編
近
世
２
』）

一
六
三
～
一
六
四
頁
。

　
　（
14
）「
宮
崎
役
所
万
覚
」（『
宮
崎
県
史 

史
料
編
近
世
２
』）
八
一
〇
頁
。

　
　（
15
）「
右
同
」
八
三
六
頁
。

　
　（
16
）「
右
同
」
八
四
六
頁
。

　
　（
17
）
宝
暦
九
年
九
月
廿
五
日
「
萬
覚
書
」。

　
　（
18
）�「
寛
延
四
年 

宮
崎
郡
長
峯
村
百
姓
薩
州
御
領
日
州
穆
佐
江
立
退

候
一
件
」　（『
宮
崎
県
史 

史
料
編
近
世
２
』）
八
六
三
頁
。

　
　（
19
）�

拙
稿
「
日
向
延
岡
藩
領
宮
崎
郡
に
お
け
る
村
役
人
と
地
域
社
会
」

（『
宮
崎
公
立
大
学
人
文
学
部
紀
要
』
第
17
巻
第
1
号 

二
〇
一
〇

年
）
参
照
）。

　
　（
20
）（
21
）
寛
延
四
年
閏
六
月
廿
九
日
条
「
萬
覚
書
」。

　
　（
22
）
寛
延
四
年
八
月
五
日
「
萬
覚
書
」。

　
　（
23
）
宝
暦
四
年
八
月
廿
一
日
「
萬
覚
書
」。

　
　（
24
）
宝
暦
十
二
年
八
月
七
日
「
萬
覚
書
」。

　
　（
25
）
寛
政
元
年
十
一
月
十
八
日
「
萬
覚
書
」。

　
　（
26
）
文
化
元
年
八
月
十
二
日
「
萬
覚
書
」。

　
　（
27
）
文
化
二
年
七
月
五
日
「
萬
覚
書
」。

　
　（
28
）
文
化
四
年
六
月
朔
日
「
萬
覚
書
」。

　
　（
29
）
文
政
十
二
年
九
月
四
日
「
萬
覚
書
」。
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二
六

　
　（
30
）
文
政
十
二
年
十
月
十
一
日
「
萬
覚
書
」。

　
　（
31
）（
32
）
天
保
二
年
五
月
朔
日
「
萬
覚
書
」。

　
　（
33
）
宝
暦
四
年
八
月
廿
四
日
「
萬
覚
書
」。

　
　（
34
）
文
化
二
年
閏
八
月
朔
日
「
萬
覚
書
」。

　
　（
35
）
天
保
二
年
五
月
朔
日
「
萬
覚
書
」。

　
　（
36
）
拙
稿「
近
世
山
村
に
お
け
る
年
貢
と
銀
流
通
」（『
宮
崎
県
史
研
究
』

第
３
号

宮
崎
県

一
九
八
九
年
）
七
六
頁
。

　
　（
37
）
文
化
二
年
閏
八
月
六
日
「
萬
覚
書
」。

　
　（
38
）
安
政
三
辰
年
「
諸
品
控
日
記
帳
」（
渡
辺
邦
夫
氏
所
蔵
文
書
）。

　
　（
39
）（
41
）
明
治
三
十
一
年
「
旧
延
岡
藩
士
族
家
禄
証
明
願
並
同
減
禄

ノ
儀
証
明
願
」（
内
藤
家
文
書
　
第
二
部
一
一
家
中
二
三
一
）。

　
　（
40
）
文
化
十
四
年
十
二
月
十
六
日
「
萬
覚
書
」。

　
　（
42
）（
45
）
拙
稿
「
幕
末
譜
代
藩
の
財
政
政
策
―
日
向
延
岡
藩
安
政

改
革
の
藩
債
整
理
を
中
心
に
―
」（『
九
州
史
学
』
第
九
十
二
号

一
九
八
八
年
）。

（
43
）（
渡
辺
隆
喜
「
幕
末
期
延
岡
藩
の
財
政
政
策
と
通
貨
政
策
」（
明

治
大
学
内
藤
家
文
書
研
究
会
『
譜
代
藩
の
研
究
』
八
木
書
店

一
九
七
二
年
）
五
六
六
頁
。

（
44
）「
右
同
」
五
六
七
頁
。

　
　（
46
）「
御
改
革
覚
書
」（『
宮
崎
県
史

史
料
編
近
世
２
』
所
収
）
六
五
七
頁
。

　
　（
47
）
前
掲
拙
稿
（
42
）
一
四
～
一
五
頁
。

（
48
）
安
政
三
辰
年
「
諸
品
控
日
記
帳
」（
渡
辺
邦
夫
氏
所
蔵
文
書
）。

（
49
）
安
政
四
年
九
月
十
九
日
「
萬
覚
書
」。

（
50
）（
51
）
安
政
二
年
十
月
二
十
七
日
「
萬
覚
書
」。

（
52
）
安
政
三
辰
年
「
諸
品
控
日
記
帳
」（
渡
辺
邦
夫
氏
所
蔵
文
書
）。

（
53
）
渡
辺
隆
喜
「
幕
末
期
延
岡
藩
の
財
政
改
革
と
通
貨
政
策
」（
明

治
大
学
内
藤
家
文
書
研
究
会
編
『
譜
代
藩
の
研
究
』
八
木
書
店

一
九
七
二
年
）
五
九
三
～
五
九
四
頁
。

　（
54
）
萬
代
悠「
岸
和
田
藩
政
と
七
人
庄
屋
の
家
格
変
動
」（『
史
学
雑
誌
』

一
二
四
―
八

二
〇
一
五
年
）
六
〇
頁
。
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